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整
備
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に
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開
拓
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少
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軍
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送
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一
満
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開
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開
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軍
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送
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一
大
阪
府
送
出
の
義
勇
軍

日
第
五
次
頭
道
義
勇
隊
開
拓
団

口
勃
利
訓
練
所
上
田
中
隊

ニ
大
阪
府
郷
土
中
隊

四
満
洲
移
民
送
出
に
関
す
る
府
民
の
対
応

大
阪
府
に
お
け
る
満
州
移
民
送
出
（
一
）

田

中

よ

る

み

’h"し
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一
九
三
二
年
一

0
月
、
第
一
次
試
験
移
民
の
送
出
以
来
、
一
九
四
五

年
ま
で
一
四
次
に
わ
た
っ
て
、
日
本
の
国
策
と
し
て
満
洲
移
民
が
送
出

さ
れ
た
。

表
ー
に
示
す
よ
う
に
、
一
四
年
間
に
満
洲
移
民
ニ
ニ
万
二
五
五
人
、

満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
一

0
万
六
二
七
人
、
併
せ
て
三
二
万
八
八
二

人
が
渡
満
し
て
い
る
。

移
民
の
出
身
地
は
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
一
道
三
府
四

三
県
に
わ
た
っ
て
お
り
、
全
国
的
に
実
施
さ
れ
た
日
本
の
重
要
国
策
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

①
 

満
洲
移
民
事
業
は
、
「
日
本
帝
国
永
遠
の
発
展
の
た
め
の
根
本
方
策
」

と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
大
東
亜
共
栄
圏
を
確
立
す
る
た
め
に
、
是

非
と
も
達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
と
さ
れ
た
。
「
大
和
民
族
の

主
流
は
日
満
支
に
こ
れ
を
置
き
、
民
族
培
養
の
基
地
た
ら
し
め
ん
と
す

る
」
方
針
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
個
々
の
満
洲
移
民
は
、
満
洲
国
の
理
想
を
実
現
す
る
た
め
に
、

民
族
協
和
の
中
核
と
な
り
、
北
辺
（
ソ
満
国
境
）
の
鎮
護
、
食
糧
の
増
産

に
あ
た
る
と
い
う
任
務
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
に
重
大
な
任
務
を
担
っ
て
渡
満
し
た
多
数
の

満
洲
移
民
の
う
ち
、
大
阪
府
の
場
合
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
特
に
大
阪

は
じ
め
に

府
を
取
り
あ
げ
て
考
察
す
る
根
拠
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
と
し
て
、

ま
ず
満
洲
移
民
の
概
略
を
述
べ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

一
九
三
二
年
か
ら
一
九
三
五
年
ま
で
は
、
試
験
移
民
期
と
称
し
、
第

四
次
ま
で
合
計
一
、
八

0
0
人
の
送
出
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
に
は
、

募
集
の
対
象
は
、
主
に
在
郷
軍
人
で
あ
り
、
屯
田
兵
的
性
格
を
も
っ
て

い
た
。
そ
し
て
第
一
次
•
第
二
次
移
民
で
は
、
軍
に
準
じ
た
編
成
と
軽

度
の
武
装
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

試
験
移
民
期
は
、
日
本
人
移
民
が
満
洲
で
定
着
し
う
る
か
否
か
を
た

め
す
た
め
の
期
間
で
あ
っ
て
、
そ
の
経
験
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
一
九
三

七
年
以
降
、
本
格
的
に
大
量
移
民
が
送
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
三
六
年
八
月
に
は
、
「
満
洲
農
業
移
民
百
万
戸
送
出
計
画
」
が

国
策
と
し
て
決
定
さ
れ
、
一
九
三
七
年
か
ら
一
九
五
六
年
ま
で
の
二

0

年
間
に
一

0
0
万
戸
、
五

0
0万
人
を
移
住
さ
せ
る
と
い
う
計
画
が
な

さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
ニ
・
ニ
六
事
件
に
よ
っ
て
倒
壊
し
た
岡
田
内
閣
に
代
わ
っ

た
広
田
内
閣
が
、
庶
政
一
新
の
た
め
の
重
要
国
策
と
し
て
決
定
し
た
七

大
国
策
の
―
つ
に
、
満
洲
移
民
事
業
が
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
こ
う
し
て
満
洲
移
民
事
業
は
、
日
本
帝
国
主
義
の
重
要
国
策

と
し
て
確
定
し
、
こ
れ
以
後
、
本
格
的
移
民
期
に
入
る
こ
と
に
な
る
。

当
時
、
日
本
の
農
家
戸
数
は
五
六

0
万
戸
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
五

反
以
下
の
貧
農
は
、
全
体
の
三
五
。
ハ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
二

0
0
万
戸

で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
一

0
0
万
戸
移
住
計
画
は
、
こ
の
五
反
以
下
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表1 満洲移民および満蒙開拓青少年義勇軍の府県別送出数

送府県名出 移民数 義勇軍数 合 計 I I I 
北海道 2,002 人 1,127 人 3,129 人i香 JII 3,506 2,379 7,885 
青森 6,510 1, 855 8,365 

徳島 1,243 2,082 3,325 

山形 13,252 3,925 17,177 
愛媛 2,200 2,325 4,525 

秋田 7,814 1,638 9,452 
高知 9,151 1,331 10,482 

岩手 4,443 1,993 6,436 I大分 735 1,836 2,571 

宮城 10,180 2,239 12,419 福岡 1,669 1,445 3,114 

福島 9,576 3,097 12,673 長崎 747 1,403 2,150 

東京 9,116 1,995 11,111 
佐賀 2,800 1,500 4,300 

群馬 6,957 1,818 8,775 
熊本 9,979 2,701 12,680 

栃木 1,429 2,802 4,231 I宮崎 1,769 1,613 3,382 

茨城 1,551 2,022 3,573 
鹿児島 3,432 2,268 5,700 

千葉 1,037 1, ］ 1 1 2,148 沖縄 2,350 644 2,994 

山梨 3,166 1,939 5,105 
合計 J220,255 J 100,627 J 320,882 

埼玉 2,900 1,968 4,868 

神奈川 1,013 575 1,588 (1945年5月末現在）

長野 31,264 6,595 37,859 （注） 『満洲開拓史』 396-397頁、「開拓団

岐阜 9,494 2,596 12,090 および義勇隊合計送出順位」から作成．

静岡 6,147 3,059 9,206 

愛知 634 1, 724 2,358 

新潟 9,361 3,290 12,651 

富山 3,775 1,425 5,200 

石川 4,463 2,808 7,271 

福井 3,057 2,079 5,136 

三重 2,753 1,309 4,062 

磁賀 93 1,354 1,447 

奈良 3,945 1,298 5,243 

和歌山 1,272 1,877 3,149 

大阪 2,030 2,125 4,155 

京都 1,418 1,952 3,370 

兵庫 2,170 2,230 4,400 

岡山 2,898 2,888 5,786 

広島 6,345 4,827 11,172 

鳥取 1,339 2,287 3,626 

島根 1,507 1,528 3,035 

山口 3,763 2,745 6,508 
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の
「
土
地
飢
餓
」
農
家
の
半
分
に
相
当
す
る
一

0
0万
戸
を
、
二

0
年

間
に
満
洲
に
移
住
さ
せ
る
と
い
う
壮
大
な
計
画
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま

た
、
こ
れ
は
、
二

0
年
後
に
満
洲
国
の
人
口
が
五
、

0
0
0万
人
に
増

加
す
る
も
の
と
推
定
し
て
、
そ
の
一
割
に
相
当
す
る
五

0
0万
人
を
日

R
 

本
人
で
占
め
る
べ
く
計
画
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
「
二
十
ケ
年
百
万
戸
送
出
計
画
」
の
実
現
の
た
め
に
、
一

九
三
七
年
に
は
「
満
洲
開
拓
第
一
期
五
ケ
年
計
画
」
が
、
一
九
四
二
年

に
は
「
同
第
二
期
五
ケ
年
計
画
」
が
発
表
さ
れ
、
実
施
に
移
さ
れ
て
い

く
の
で
あ
る
。

「
第
一
期
五
ケ
年
計
画
」
で
は
、
一
九
三
二
年
か
ら
始
ま
っ
て
い
る

「
農
山
漁
村
経
済
更
生
運
動
」
と
結
合
さ
れ
、
日
本
農
村
の
土
地
飢
餓

対
策
、
農
家
の
過
剰
労
働
力
対
策
と
し
て
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

つ
ま
り
、
農
家
の
後
継
者
た
る
長
男
を
除
き
、
耕
す
土
地
を
持
た
な
い

農
家
の
二
、
三
男
が
、
移
民
の
基
本
的
対
象
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
三
九
年
―
二
月
に
は
、
本
格
的
移
民
期
に
お
け
る
満
洲
移
民
政

③
 

策
の
「
最
高
の
宝
典
」
で
あ
る
「
満
洲
開
拓
政
策
基
本
要
綱
」
が
発
表

さ
れ
、
満
洲
移
民
事
業
は
、
「
二
十
ケ
年
百
万
戸
送
出
計
画
」
の
実
現

に
向
け
て
大
き
く
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。④
 

し
か
し
、
実
際
は
、
い
わ
ゆ
る
「
虫
喰
い
団
」
が
続
出
し
、
送
出
計

画
に
は
及
び
も
つ
か
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

一
九
四
二
年
末
現
在
の
統
計
に
よ
る
表
2
を
み
る
と
、
移
民
実
行
計

画
戸
数
と
現
在
入
植
戸
数
と
の
割
合
を
示
す
入
植
率
は
、
一
九
三
二
年

か
ら
一
九
三
六
年
ま
で
の
五
年
間
平
均
で
八
ニ
・
五
。
ハ
ー
セ
ン
ト
、
一

九
三
七
年
か
ら
一
九
四
一
年
の
平
均
は
五
八
・
七
。
ハ
ー
セ
ン
ト
、
一
九

四
二
年
で
は
五

0
・
ニ
。
ハ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
次
第
に
そ
の
計

画
を
達
成
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
太
平
洋
戦
争
期
に
お
け
る
満
洲
移
民
事
業
は
、
よ
り
い
っ

そ
う
の
困
難
が
予
想
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
新
た
な
移
民
対
象
者
と
し
て
目
を
向
け
ら
れ
た
の
は
、
企

業
整
備
の
進
行
に
伴
っ
て
、
転
廃
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
中
小
商

表2 満洲移民の実行計画と実績

年度l実行記画現在戸数 (B) | 

(A) I (B) ／ (A) I 

1932 

1933 

1934 

1935 

1936 

小計I
1937 

1938, I 
1939 

1940 

1941 

小計I
1942 1 

合計

1,690 

3,755 

4,690 

6,000 

12,270 

19,085 

30,555 

I

—
ー

1
.
1
9

戸
6

8

0

5

7
 

7

1

、

8

3

5

3

5

2

5

、

.. 

,

1

‘

`

(

7

6

2

 

9

9

9

9

9

9

9

9

9
 

1

3

3

4

7

9

2

1

6

 4

1

5

 

＇ 

_
 

戸
0

5

0

0

 

0

5

0

1

 

6

5

3

6

 

15 R~ 

139 

.06 

'41 

l89 

. 134 

)91 

17, 

79.8 

78.2 

59.8 

47.6 

58.2 

72,600 42, 58.7 

（
注
）
義
勇
隊
開
拓
団
を
含
む
。

『
日
本
帝
国
主
義
下
の
満
洲
移
民
』

90
頁
か
ら
転
載
。

原
資
料
は
｀
満
洲
国
通
信
社
編
『
満
洲
開
拓
年
鑑
』
(
1
9
4
5
)

22,412 11, 

998 

62.7 形

93.3 

75.0 

89.8 

85.1 

82.7 

50.2 

98,767 57.7 
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③
 
③
 

註
①

工
業
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
満
洲
移
民
事
業
と
中
小
企
業
問
題
の
解
決
策

が
結
び
つ
い
て
、
国
策
と
し
て
の
転
業
移
民
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
そ
の
結
合
に
至
る
ま
で
の
経
過
を
明
ら
か
に
し
、
併
せ

て
転
業
移
民
の
送
出
状
況
の
考
察
を
行
な
い
、
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に

し
た
い
。

具
体
的
に
は
、
大
都
会
で
あ
り
、
中
小
企
業
数
が
圧
到
的
に
多
か
っ

た
大
阪
府
を
取
り
あ
げ
る
。
つ
ま
り
、
大
阪
府
に
お
い
て
は
、
中
小
企

業
者
の
転
廃
業
問
題
が
多
数
発
生
し
、
そ
の
解
決
策
と
し
て
、
転
業
移

民
と
結
び
つ
く
可
能
性
が
高
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
大

阪
府
送
出
の
満
洲
移
民
は
、
転
業
移
民
と
い
う
形
態
を
と
る
こ
と
が
多

か
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
都
市
型
移
民
の
特
徴
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る

も
の
と
考
え
る
。

さ
ら
に
、
満
洲
移
民
事
業
の
行
き
づ
ま
り
対
策
と
し
て
、
一
九
三
八

年
か
ら
満
洲
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
の
送
出
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
の

検
討
も
行
な
う
。

満
洲
開
拓
史
刊
行
会
編
『
満
洲
開
拓
史
』
(
-
九
六
六
年
）
、
三
六
三
頁
所

収
、
拓
務
省
拓
北
局
編
「
大
東
亜
共
栄
圏
確
立
と
満
洲
開
拓
ー
第
二
期
五

か
年
計
画
の
全
貌
」
（
『
開
拓
資
料
』
第
六
号
、
一
九
四
二
年
）
か
ら
引
用
。

次
の
「
」
も
同
じ
。

満
洲
移
民
史
研
究
会
編
『
日
本
帝
国
主
義
下
の
満
洲
移
民
』
(
-
九
七
六

年
）
、
四
五
頁
。

前
掲
『
満
洲
開
拓
史
』
、
二
九
0
頁。

『
同
右
書
』
、
三
六
六
頁
。
入
植
計
画
戸
数
に
満
た
な
い
移
民
団
の
こ
と
。

転
業
移
民
の
送
出

本
章
で
は
、
太
平
洋
戦
争
期
に
お
け
る
満
洲
移
民
の
形
態
の
―
つ
で

あ
る
転
業
移
民
の
考
察
を
行
な
う
が
、
ま
ず
、
満
洲
移
民
事
業
と
中
小

商
工
業
者
の
転
失
業
対
策
が
結
び
つ
く
に
至
っ
た
結
過
に
つ
い
て
論
じ

る。
日
中
戦
争
勃
発
に
伴
っ
て
生
じ
た
中
小
商
工
業
問
題
は
、
そ
の
時
期

を
大
き
く
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
前
期
は
、
日
中

戦
争
勃
発
後
、
一
九
四

0
年
九
月
の
三
国
同
盟
締
結
を
契
機
と
す
る
外

交
転
換
に
至
る
ま
で
で
あ
り
、
後
期
は
、
そ
れ
以
後
の
期
間
を
さ
す
。

前
期
に
は
、
平
時
か
ら
戦
時
体
制
へ
と
急
激
な
転
換
が
行
な
わ
れ
、

軍
需
品
の
供
給
確
保
、
生
産
拡
充
計
画
の
実
施
に
よ
っ
て
、
軍
需
産
業

・
時
局
産
業
が
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
傾
倒
し
て
助
長
、
拡
充
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
結
果
、
平
和
産
業
や
不
急
不
要
産
業
は
、
物
資
・
資
金
の
両
面
か

ら
圧
迫
を
受
け
、
失
業
者
が
続
出
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
政
府
は
、
一
九
三
八
年
八
月
、
木
戸
厚
生
大
臣
を
会
長
と

す
る
中
央
失
業
対
策
委
員
会
を
設
け
、
同
会
で
は
、
「
支
那
事
変
特
二

今
次
ノ
物
資
動
員
二
伴
ヒ
発
生
ス
ベ
キ
失
業
ノ
防
止
及
救
済
ノ
為
施
為

④
 

中
小
商
工
業
者
の
転
失
業
問
題

第
一
章
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①
 

ス
ベ
キ
方
策
」
に
つ
い
て
協
議
を
行
な
っ
た
。

そ
し
て
、
応
急
対
策
と
し
て
、
一
般
方
策
・
失
業
防
止
策
・
失
業
救

済
方
策
か
ら
な
る
「
失
業
対
策
要
綱
」
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

「
失
業
防
止
ノ
為
ニ
ハ
現
在
ノ
事
業
ヲ
可
及
的
二
維
持
ス
ル
コ
ト
ヲ
主

眼
ト
シ
必
要
二
応
ジ
軍
需
産
業
、
輸
出
産
業
又
ハ
代
用
品
産
業
ヘ
ノ
転

R
 

換
ヲ
指
導
ス
ル
」
と
あ
っ
て
、
で
き
る
限
り
各
種
産
業
を
維
持
、
継
続

し
て
い
く
方
針
で
あ
っ
た
。
転
失
業
者
の
転
換
先
に
つ
い
て
は
、
失
業

救
済
方
策
の
第
七
項
に
、
「
移
民
二
適
ス
ル
者
二
付
テ
ハ
移
住
ヲ
奨
励

③
 

シ
必
要
二
応
ジ
移
民
訓
練
所
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
」
と
し
て
移
民
を
奨
励
し

て
は
い
る
が
、
特
に
満
洲
移
民
と
い
う
移
住
先
の
指
定
は
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
一
九
四

0
年
、
日
独
伊
三
国
同
盟
の
締
結
、
英
米
の
対

日
資
産
凍
結
に
よ
る
原
料
確
保
の
困
難
と
い
う
事
態
か
ら
、
日
本
経
済

は
、
欧
米
依
存
性
を
脱
却
し
、
自
給
自
足
体
制
を
早
急
に
確
立
す
る
必

要
に
迫
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
従
来
か
ら
助
長
、
拡
充
さ
れ
て
い
た
時
局
産
業
部
門
に

お
い
て
も
、
新
た
な
検
討
が
加
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
低
能
率
の
企
業

を
避
け
、
優
秀
企
業
に
生
産
を
集
中
し
よ
う
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
重
点

主
義
に
基
づ
く
生
産
拡
充
計
画
が
強
力
に
推
進
せ
し
め
ら
れ
る
に
至
っ

た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、

採
用
に
よ
っ
て
、

て
い
く
。

商
業
部
門
に
お
い
て
も
、
高
能
率
配
給
重
点
主
義
の

低
能
率
中
小
商
業
の
切
捨
て
と
い
う
形
で
あ
ら
わ
れ

以
上
の
よ
う
に
、
統
制
経
済
下
に
お
い
て
、
前
期
に
は
、
平
和
産
業

か
ら
軍
需
産
業
へ
、
軽
工
業
か
ら
重
工
業
へ
と
事
業
の
転
換
を
な
す
こ

と
に
重
点
が
お
か
れ
、
後
期
に
お
い
て
は
、
事
業
の
転
換
は
も
は
や
不

可
能
と
な
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
対
策
も
、
従
来
の
事
業
を
廃
止
し
、

失
業
し
た
業
者
お
よ
び
従
業
員
を
新
た
な
労
働
力
と
し
て
再
編
成
す
る

こ
と
に
重
点
を
お
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
こ
に
至
っ
て
、
中
小
商
工
業
者
の
転
業
先
と
し
て
、
満

洲
移
民
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
九
四

0
年
一

0
月
一
九
日
、
「
転
失
業
対
策
二
関
ス
ル
経
済
閣
僚

懇
談
会
申
合
セ
」
が
発
表
さ
れ
、
二
ニ
日
、
第
二
次
近
衛
内
閣
臨
時
閣

議
に
お
い
て
、
「
転
失
業
応
急
対
策
二
関
ス
ル
閣
議
決
定
」
が
行
な
わ

れ
た
。
「
経
済
閣
僚
懇
談
会
申
合
セ
」
を
次
に
掲
げ
る
。

一
、
方
針

H

転
業
ハ
出
来
得
ル
限
リ
官
庁
ノ
強
制
的
措
置
ヲ
避
ケ
同
業
者

ノ
組
合
ノ
申
合
セ
等
二
基
ク
自
治
的
措
置
ニ
ョ
ラ
シ
メ
、
政
府

ニ
於
テ
ハ
之
二
対
シ
必
要
ナ
ル
指
導
ヲ
加
フ
ル
コ
ト

口
転
業
（
従
業
員
ヲ
含
ム
）
ニ
ョ
ル
儀
牲
ヲ
緩
和
シ
以
テ
転
業
ヲ

容
易
ナ
ラ
シ
ム
ル
ト
共
二
国
民
労
務
再
編
成
ノ
見
地
ヲ
リ
之
ガ

労
働
カ
ヲ
最
モ
緊
要
ナ
ル
方
面
二
再
配
置
ス
ベ
キ
十
全
ノ
施
設

ヲ
講
ズ
ル
コ
ト

二
、
施
設

H

人
ノ
問
題
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切
転
業
問
題
ノ
処
理
二
当
リ
テ
ハ
転
業
者
二
対
シ
失
業
者
タ

ル
ノ
失
望
感
ヲ
与
フ
ル
コ
ト
ナ
ク
国
策
ノ
必
要
二
基
キ
時
局

下
緊
要
ナ
ル
方
面
二
動
員
配
置
サ
レ
ル
ノ
栄
誉
卜
如
何
ナ
ル

労
働
カ
モ
厭
ハ
ザ
ル
覚
悟
ト
ヲ
抱
カ
シ
ム
ル
ヲ
目
途
ト
ス
ル

コ
ト

回

省

略

い
転
業
者
ノ
転
換
先
ハ
概
ネ
次
ノ
如
ク
ス
ル
コ
ト
、
ス

〇

軍

需

産

業

③
生
産
力
拡
充
及
ビ
附
帯
産
業

⑱
満
洲
開
拓
民
（
中
小
工
業
開
拓
民
ヲ
含
ム
）

0

支
那
南
洋
其
ノ
他
海
外
ヘ
ノ
移
住
進
出

伺
農
業
生
産
力
拡
充
（
国
又
ハ
公
共
団
体
営
開
墾
及
ビ
帰
農
）

⑥
国
防
上
必
要
ナ
ル
土
木
事
業

⇔
転
業
ノ
相
談
二
応
ジ
適
切
ナ
ル
勧
奨
指
導
ヲ
加
フ
ベ
キ
国
民

職
業
指
導
所
ヲ
設
置
ス
ル
コ
ト

紺
転
業
者
ヲ
収
容
シ
テ
精
神
的
肉
体
的
基
本
訓
練
ヲ
行
フ
ベ
キ

④
 

国
民
勤
労
訓
練
所
ヲ
設
置
ス
ル
コ
ト

以
上
の
よ
う
に
、
転
業
者
の
転
換
先
の
第
三
番
目
に
満
洲
開
拓
民
を

位
置
づ
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
転
失
業
対
策
は
、
「
国
民
労
務
再
編
成

ノ
見
地
」
か
ら
行
な
い
、
「
時
局
下
緊
要
ナ
ル
方
面
二
再
配
置
」
さ
れ

る
こ
と
を
栄
誉
と
感
じ
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

「
申
合
セ
」
発
表
以
後
、
転
業
移
民
問
題
は
、
本
格
的
に
検
討
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
ず
、
拓
務
省
は
、
閣
議
決
定
に
基
づ
い
て
、
一

0
月
ニ
―
日
、
要
転
業
者
の
う
ち
、
一

0
万
戸
を
満
洲
開
拓
民
た
ら
し

め
る
た
め
の
現
地
側
の
用
意
は
如
何
と
い
う
照
会
電
報
を
海
外
拓
植
委

⑤
 

員
会
事
務
局
宛
に
発
信
し
た
。

⑥

⑦
 

同
局
で
は
、
二
ニ
日
、
満
洲
国
開
拓
総
局
・
満
洲
拓
植
公
社
の
関
係

者
が
参
集
し
、
現
地
側
の
対
案
を
検
討
し
た
結
果
、
一

0
万
戸
収
容
の

可
能
性
あ
り
と
の
答
電
を
行
な
っ
た
。
そ
し
て
、
現
地
側
関
係
者
は
、

1
0月
下
旬
、
日
本
に
帰
り
、
拓
務
・
大
蔵
・
農
林
・
商
工
各
省
を
は

⑧
 

じ
め
企
画
院
等
を
訪
問
し
、
協
議
を
行
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
日
本
送

出
側
と
現
地
受
入
れ
側
と
の
折
衝
の
結
果
、
国
策
と
し
て
転
業
移
民
の

送
出
が
決
定
し
た
の
で
あ
る
。

中
小
商
工
業
者
の
転
失
業
対
策
と
満
洲
移
民
事
業
が
結
び
つ
い
た
こ

と
は
、
国
家
総
力
的
産
業
経
済
体
制
確
立
の
た
め
の
転
業
人
口
の
再
編

成
で
あ
り
、
戦
時
下
に
お
い
て
農
業
生
産
力
を
高
め
、
食
糧
の
増
産
を

は
か
る
稽
極
的
な
生
産
人
口
を
確
保
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
、
転
業
移
民
は
、
一
九
四

0
年
に
第
一
回
募
集
が
行
な
わ

れ
、
同
年
度
中
に
約
一
、

0
0
0余
戸
が
入
植
し
た
。
以
後
、
戸
数
は

不
詳
で
あ
る
が
、
一
九
四
一
年
度
五
集
団
、
一
九
四
二
年
度
―
―
集
団
、

一
九
四
三
年
度
一
九
集
団
の
送
出
と
、
年
を
追
っ
て
増
加
し
て
い
る
。

一
九
四
一
年
―
二
月
公
布
の
企
業
許
可
令
に
よ
り
、
企
業
は
新
規
営

業
を
原
則
的
に
禁
止
さ
れ
、
翌
年
五
月
の
企
業
整
備
令
に
よ
り
、
既
存

業
者
の
整
理
が
お
し
す
す
め
ら
れ
、
ま
た
、
配
給
制
の
拡
大
、
強
化
に
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よ
っ
て
、
転
失
業
者
が
続
出
し
た
結
果
、
転
業
移
民
も
加
速
度
的
に
増

加
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

転
業
移
民
の
送
出

太
平
洋
戦
争
期
に
お
け
る
満
洲
移
民
送
出
の
基
本
計
画
と
な
っ
た

「
満
洲
開
拓
第
二
期
五
ケ
年
計
画
要
綱
」
は
、
一
九
四
一
年
―
二
月
三

一
日
、
東
条
内
閣
で
決
定
さ
れ
、
翌
年
度
か
ら
実
行
に
う
つ
さ
れ
た
。

同
要
綱
の
方
針
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

満
洲
開
拓
政
策
第
二
期
五
か
年
計
画
は
東
亜
共
栄
圏
内
に
お
け
る

大
和
民
族
の
配
分
布
置
の
基
本
国
策
に
照
応
し
、
二
十
か
年
百
万

戸
計
画
の
開
拓
政
策
基
本
要
綱
に
則
り
、
さ
ら
に
第
一
期
五
か
年

計
画
の
実
績
に
鑑
み
、
現
下
の
戦
時
態
勢
に
即
応
し
、
日
満
両
国

一
体
的
の
重
要
国
策
た
る
使
命
を
さ
ら
に
昂
揚
し
、
特
に
日
本
内

地
人
開
拓
民
を
中
核
と
す
る
民
族
協
和
の
確
立
達
成
、
東
亜
防
衛

に
お
け
る
北
方
拠
点
の
強
化
、
満
洲
農
業
の
改
良
発
達
、
お
よ
び
⑩
 

増
産
促
進
に
重
点
を
指
向
し
て
こ
れ
が
策
定
を
な
す
も
の
と
す

満
洲
移
民
事
業
を
日
満
両
国
一
体
の
重
要
国
策
と
と
ら
え
、
そ
れ
に

よ
っ
て
、
民
族
協
和
の
満
洲
国
の
中
核
た
る
べ
き
日
本
人
の
増
加
を
は

か
り
、
移
民
た
ち
を
対
ソ
防
衛
の
た
め
の
北
方
警
備
、
な
ら
び
に
食
糧

増
産
の
任
に
あ
た
ら
せ
よ
う
と
い
う
方
針
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
当
時
は
、
「
支
那
事
変
の
進
展
と
と
も
に
軍
動
員
の
強
化
、

さ
ら
に
食
糧
不
足
に
よ
る
国
内
増
産
の
要
請
お
よ
び
諸
物
資
の
不
足
等

の
諸
事
情
が
重
積
し
た
た
め
、
開
拓
民
送
出
は
逐
次
困
難
さ
を
加
え
来

り
、
一
部
に
お
い
て
は
一
時
こ
れ
を
見
合
わ
す
べ
し
と
の
論
さ
え
台
頭

⑪
 

す
る
に
い
た
っ
た
」
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
満
洲
移
民
の
中
心
的
送

出
母
体
で
あ
っ
た
農
村
は
、
同
時
に
有
力
な
兵
力
の
供
給
源
で
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
国
内
の
食
糧
不
足
が
心
配
さ
れ
て
い
る
時
に
、

そ
の
大
切
な
農
村
労
働
力
を
国
外
に
移
そ
う
と
い
う
積
極
的
な
試
み
は

行
な
わ
れ
が
た
か
っ
た
。

一
方
、
一
九
四
一
年
一
月
二
二
日
決
定
の
「
人
口
政
策
確
立
要
網
」

で
は
、
「
農
村
が
最
も
優
秀
な
る
兵
力
お
よ
び
労
力
の
供
給
源
た
る
現

状
に
鑑
み
、
内
地
農
業
人
口
の
一
定
数
の
維
持
を
図
る
と
と
も
に
、
日

満
支
を
通
じ
内
地
人
人
口
の
四
割
は
こ
れ
を
農
業
に
確
保
す
る
如
く
措

⑲
 

置
す
る
」
と
し
て
い
る
。

日
本
に
お
け
る
食
糧
を
確
保
し
、
最
低
限
、
必
要
な
労
カ
・
兵
力
を

得
る
た
め
に
、
一
定
の
国
内
農
業
人
口
は
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
日

満
両
国
一
体
の
重
要
国
策
で
あ
る
満
洲
移
民
事
業
達
成
の
た
め
に
は
、

満
洲
に
お
け
る
日
本
人
農
業
人
口
の
確
保
も
必
要
な
の
で
あ
る
。
な
か

ん
ず
く
、
大
東
亜
共
栄
圏
の
確
立
の
た
め
に
は
、
日
満
支
を
通
じ
て
、

日
本
人
全
人
口
の
四
割
を
農
業
人
口
と
し
て
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
と

人
口
政
策
確
立
要
綱
は
唱
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
国
の
内
外
に
お
い
て
、
日
本
人
の
農
業
人
口
の
一
定
数

の
確
保
が
叫
ば
れ
て
い
る
時
、
新
た
に
注
目
さ
れ
た
の
が
、
企
業
整
備
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に
よ
っ
て
、
転
廃
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
中
小
商
工
業
者
た
ち
で
あ
っ

た
。
彼
ら
を
転
業
さ
せ
、
農
業
移
民
と
し
て
満
洲
へ
送
出
し
よ
う
と
し

た
の
で
あ
る
。

満
洲
開
拓
計
画
第
二
期
五
ケ
年
計
画
要
網
の
要
領
の
第
三
項
に
は
、

「
時
局
の
進
展
に
基
づ
く
帰
農
開
拓
民
に
つ
い
て
は
こ
れ
が
保
護
斡
旋

に
つ
き
特
別
の
考
慮
を
払
う
も
の
と
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

同
要
網
と
同
時
に
決
定
さ
れ
た
「
開
拓
民
並
び
に
青
年
義
勇
隊
の
禎
極

的
募
集
方
策
」
の
要
領
、
第
三
項
は
、
「
開
拓
民
送
出
は
日
満
を
通
じ

て
堅
実
な
る
日
本
農
民
の
培
養
を
目
途
と
す
る
分
村
運
動
を
基
調
と
し
、

併
せ
て
都
市
再
編
成
に
伴
な
う
転
廃
業
者
の
大
陸
帰
農
開
拓
民
へ
の
稽

⑮
 

極
的
誘
致
に
努
む
る
も
の
と
す
」
と
し
て
い
る
。
ま
さ
に
、
満
洲
移
民

事
業
の
目
的
を
達
成
し
、
人
口
政
策
確
立
要
網
の
趣
旨
に
合
致
す
る
内

容
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
戦
争
の
長
期
化
、
そ
れ
に
伴
う
企
業
整
備
の
進
展
と
い
う

内
外
の
諸
情
勢
の
変
化
に
即
応
す
る
た
め
、
一
九
四
三
年
九
月
、
「
入

植
確
保
の
た
め
採
る
べ
き
方
策
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。

同
方
策
の
要
領
一
、
日
本
側
と
し
て
執
る
べ
き
方
策
の
第
五
項
に
は
、

「
大
陸
帰
農
開
拓
民
送
出
へ
重
点
指
向
の
件
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
書

か
れ
て
い
る
。

0

大
陸
帰
農
開
拓
民
は
概
ね
、
日
従
来
の
消
費
階
級
よ
り
生
産

階
級
へ
転
入
す
る
の
意
気
込
と
歓
喜
の
情
熱
に
溢
る
る
点
、
ロ

従
来
農
事
に
ま
っ
た
＜
素
人
な
り
し
た
め
、
農
事
畜
産
指
導
員

等
の
指
導
に
文
句
を
い
わ
ず
絶
対
服
従
な
る
点
、
国
団
長
、
幹

部
の
選
出
範
囲
の
広
汎
な
る
た
め
、
割
合
優
良
な
る
も
の
を
選

び
得
る
こ
と
、
詞
送
出
母
体
に
割
合
有
力
の
も
の
あ
り
、
送
出
、

残
留
家
族
の
扶
助
、
入
植
後
の
後
援
等
に
十
分
意
を
用
い
る
も

の
多
き
こ
と
等
の
点
よ
り
、
当
初
予
想
に
比
し
、
相
当
優
秀
な

る
成
績
を
挙
げ
お
る
も
の
多
き
に
鑑
み
、
こ
れ
が
送
出
に
更
に

重
点
を
指
向
し
、
か
つ
送
出
な
ら
び
に
訓
練
を
計
画
的
組
織
的

な
ら
し
む
る
こ
と

②
徹
底
的
に
都
市
職
業
再
編
成
計
画
を
樹
立
実
行
し
、
消
費
階

級
を
生
産
階
級
た
ら
し
め
、
要
転
廃
業
先
と
し
て
満
洲
開
拓
を

最
高
位
と
な
す
こ
と

こ
れ
と
と
も
に
大
都
市
不
要
人
口
疎
散
計
画
を
樹
立
実
行
し
、

生
活
必
需
品
の
重
点
的
配
給
等
を
行
な
い
、
都
市
を
農
村
よ
り

住
み
悪
く
し
、
帰
農
運
動
を
展
開
し
、
開
拓
民
の
送
出
を
図
る

⑭
 

こ

e

ま
ず
、
転
業
移
民
の
長
所
を
あ
げ
、
次
に
そ
の
前
職
業
か
ら
考
え
て
、

送
出
母
体
が
大
都
市
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
た
め
、
十
分
に
移
民

の
後
援
を
し
て
も
ら
え
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
過
去
の
実
績
か
ら

述
べ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
政
府
の
予
想
以
上
に
、
転
業
移
民
の
送
出

が
都
合
の
よ
い
も
の
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
内
外
の
情
勢
の

変
化
に
応
じ
て
、
今
後
は
い
っ
そ
う
重
点
的
に
転
業
移
民
の
送
出
を
は

か
ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

-9-



註
①
日
本
学
術
捩
興
会
編
『
時
局
と
中
小
企
業
』
第
三
巻
(
-
九
四
一
年
）
、

さ
ら
に
、
食
糧
の
確
保
の
た
め
に
農
業
人
口
の
確
保
が
叫
ば
れ
て
い

る
時
、
戦
局
の
展
開
に
伴
っ
て
、
都
市
の
消
費
階
級
を
生
産
階
級
に
転

換
せ
し
め
る
方
針
は
、
当
然
検
討
さ
れ
る
は
ず
の
問
題
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
「
徹
底
的
に
都
市
臓
業
再
編
成
計
画
を
樹
立
実
行
す
る
」

と
い
う
日
本
側
の
方
針
に
は
、
満
洲
現
地
側
の
意
向
も
大
き
く
反
映
し

て
い
る
。
一
九
四
三
年
六
月
―
一
日
、
満
洲
国
新
京
に
お
い
て
、
五
十
子
満
洲

国
開
拓
総
局
長
は
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

大
陸
帰
農
開
拓
民
の
入
植
促
進
に
つ
い
て
日
本
側
に
要
望
し
た

い
こ
と
は
、
戦
時
下
企
業
整
備
を
徹
底
的
に
強
行
す
る
と
共
に

転
廃
業
者
を
軍
需
工
業
と
並
ん
で
満
洲
開
拓
に
振
向
け
て
も
ら

ひ
た
い
こ
と
で
あ
る
。
転
廃
業
者
の
入
植
は
農
村
小
都
市
の
者

は
一
般
開
拓
団
に
振
入
、
大
都
市
の
そ
れ
は
転
廃
業
者
の
み
で

⑮
 

大
集
団
部
落
を
構
成
せ
し
め
る
方
針
だ

こ
の
よ
う
に
、
現
地
側
も
転
業
移
民
の
入
植
を
積
極
的
に
歓
迎
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
国
家
総
動
員
体
制
下
に
お
い
て
、
内
外
の
情
勢
に
即
応

す
る
形
で
、
都
市
の
中
小
商
工
業
転
廃
業
者
の
一
部
は
、
満
洲
移
民
と

し
て
、
食
糧
増
産
と
北
方
鎮
護
の
任
を
担
い
、
渡
満
し
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。

⑨ ⑧
 

①
 

⑥ ⑤
 
④ ⑧ ③ 

附
録
『
転
失
業
資
料
』
、
三
頁
、
「
中
央
失
業
対
策
委
員
会
二
対
ス
ル
諮
問
」

『
同
右
書
』
附
録
、
四
頁
、
「
失
業
対
策
要
網
」

『
同
右
書
』
附
録
、
六
頁
、
「
失
業
対
策
要
網
」

『
同
右
書
』
附
録
、
三
九
•
四0
頁
、
「
転
失
業
対
策
二
関
ス
ル
経
済
閣

僚
懇
談
会
申
合
セ
」

一
九
三
五
年
六
月
一
日
、
勅
令
第
一
五
六
号
「
海
外
拓
殖
委
員
会
官
制
」

に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
拓
務
大
臣
の
公
的
諮
問
機
関
で
あ
る
。

一
九
三
八
年
に
創
設
さ
れ
た
満
洲
国
産
業
部
の
外
局
。
一
九
四
0
年
、
産

業
部
の
興
農
部
へ
の
移
行
と
と
も
に
興
農
部
に
属
す
。
満
洲
国
に
お
け
る

開
拓
行
政
の
中
央
主
務
機
関
で
あ
る
。

以
下
、
満
拓
公
社
と
略
記
す
。

。

満
拓
公
社
は
、
日
満
両
国
政
府
の
「
満
洲
拓
植
公
社
設
立
二
関
ス
ル
協
定
」

ー

（
一
九
三
七
年
八
月
二
日
）
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
日
満
両
国
籍
を
も
つ

合
弁
会
社
で
あ
り
、
実
質
的
な
日
本
政
府
の
満
洲
移
民
代
行
機
関
で
あ
る
。

一
九
三
七
年
一

0
月
二
五
日
、
企
画
庁
と
資
源
局
を
統
合
し
た
内
閣
直
属

の
総
合
国
策
企
画
機
関
で
あ
る
。
戦
時
統
制
経
済
を
統
一
的
に
実
行
、
指

導
し
た
。

一
九
四
0
年
度
入
植
戸
数
は
、
前
掲
『
満
洲
開
拓
史
』
、
三
七
二
頁
。
一

九
四
一
年
度
以
後
三
年
間
の
入
植
団
数
は
、
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
（
以
下
、

『
大
阪
朝
日
』
と
略
記
す
）
、
一
九
四
三
年
一
月
二
九
日
の
記
事
に
よ
る
。

な
お
、
『
満
洲
開
拓
史
』
に
よ
る
と
、
一
九
四
二
年
度
の
転
業
移
民
送
出

計
画
数
は
、
二
、
七
五

0
戸
で
あ
り
、
全
体
送
出
計
画
の
二
三
パ
ー
セ
ン

ト
を
占
め
て
い
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
四
三
年
度
は
、
計
画
数
四
、

0
0
0戸
、
全
計
画
の
三
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
と
あ
る
。
『
大
阪
朝



前
章
に
お
い
て
、
転
業
移
民
が
日
本
の
満
洲
農
業
移
民
政
策
の
中
に
、

正
式
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
を
述
べ
て
き
た
が
、
こ

こ
で
は
、
大
阪
府
の
場
合
を
考
察
し
て
み
た
い
。

大
阪
府
が
送
出
し
た
満
洲
農
業
移
民
は
、
一
九
三
八
年
送
出
の
第
六

次
龍
爪
開
拓
団
を
最
初
に
、
同
年
第
七
次
黒
石
屯
開
拓
団
、
一
九
四
〇

年
に
第
八
次
青
溝
子
開
拓
団
、
一
九
四
一
年
に
第
一

0
次
沙
里
溝
子
仏

立
開
拓
団
と
第
一

0
次
上
興
発
大
阪
開
拓
団
、
一
九
四
三
年
に
第
―
二

⑮ ⑭ ⑱ ⑬ ⑪ ⑩ 

第
二
章

大
阪
府
に
お
け
る
転
業
移
民
の
送
出

日
』
、
一
九
四
二
年
八
月
ニ
―
日
の
記
事
に
、
満
洲
開
拓
第
二
期
計
画
の

初
年
度
送
出
団
の
特
徴
を
載
せ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
は
、
一
九
四
二
年
度
、

転
業
移
民
の
送
出
計
画
数
は
、
全
体
の
約
一
二
割
と
な
っ
て
い
る
。

前
掲
『
満
洲
開
拓
史
』
、
三
六
三
頁
、
「
満
洲
開
拓
第
二
期
五
ケ
年
計
画
要

綱」『
同
右
書
』
、
三
六
三
頁
所
収
、
「
大
東
亜
共
栄
圏
確
立
と
満
洲
開
拓
ー
第

二
期
五
か
年
計
画
の
全
貌
」
か
ら
引
用
。

『
同
右
害
』
、
三
六
三
頁
所
収
、
「
同
右
」
中
の
「
人
口
政
策
確
立
要
綱
」

の
抜
粋
か
ら
引
用
。

『
同
右
書
』
、
三
六
六
頁
、
詞
囲
拓
民
並
び
に
青
年
義
勇
隊
の
積
極
的
募
集

方
策
」
『
同
右
害
』
、
三
八
五
頁
、
「
入
植
確
保
の
た
め
採
る
べ
き
方
策
」

『
大
阪
朝
日
』
、
一
九
四
三
年
六
月
―
二
日
の
記
事
か
ら
引
用
。

次
昇
平
開
拓
団
と
第
―
二
次
布
施
郷
開
拓
団
、
一
九
四
四
年
に
第
一
三

次
稜
東
堺
郷
開
拓
団
で
あ
り
、
併
せ
て
八
開
拓
団
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
第
六
次
龍
爪
•
第
七
次
黒
石
屯
•
第
八
次
青
溝
子
の
三

開
拓
団
は
、
数
府
県
の
混
成
で
、
大
阪
府
か
ら
の
送
出
人
数
も
少
な
か

っ
た
。大
阪
府
が
単
独
で
編
成
し
、
送
出
し
た
の
は
、
一
九
四
一
年
の
第
一

0
次
沙
里
溝
子
仏
立
•
第
一
0
次
上
興
発
大
阪
の
両
開
拓
団
が
初
め
て

で
あ
り
、
以
下
の
三
開
拓
団
も
含
め
て
、
い
ず
れ
も
転
業
移
民
と
し
て

送
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
前
記
、
龍
爪
以
下
の
三
開
拓
団
に
つ
い
て
も
、
そ
の
構
成

員
は
農
業
の
未
経
験
者
た
ち
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
大
阪
府
送
出
の
満
洲
移
民
に
つ
い
て
は
、
農
業
未
経

験
者
が
占
め
る
と
い
う
、
都
市
的
性
格
が
特
徴
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

以
下
の
節
で
は
、
大
阪
府
送
出
の
各
開
拓
団
に
つ
い
て
、
そ
の
送
出

状
況
を
検
討
し
、
ま
た
、
大
阪
府
あ
る
い
は
大
阪
市
が
、
満
洲
移
民
と

い
う
国
家
政
策
に
如
何
に
対
応
し
た
か
、
府
・
市
当
局
の
施
策
、
府
・

市
民
の
対
応
、
府
・
市
内
各
団
体
の
役
割
な
ど
も
併
せ
て
考
え
て
み
た

、。
？＞ 
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表3 満洲農業移民府県別送出数 (1938年4月末現在）

ミ 1932 I933 1934 1935 1936 1937 1938 1939 ＾叶

府県名
（第1次）（第2次）（第3次）（第4次）I(第5次）（第6ぬ（第7次）I（第8次）口；；

青森 39人 15人 3人 13人 98人 69人 35人 272人
山形 391 351 30人 87 I 83 I 330 I 523 I 110 I 1,237 
秋田 35 I 31 I I 3 I 14 I 104 I 273 I 26 I 486 
岩手 41 I I I 4 I 24 I 102 I 68 I 49 I 288 
宮城 37 I 39 I 21 I 33 I 119 I 214 I 464 I 112 11,105 
福島 42 I 43 I 21 I 15 I 43 I 205 I 164 I 30 I 563 

31 i i 4j 43j 96i 521198 
19 I I 7 I 21 I 238 I 207 I 22 I 555 
201 I 71 221 341 531 91184 
18 I I 9 I 38 I 177 I 114 I 20 I 407 
9 I I 2 I 5 I 15 I 33 I I 64 
291 81 21 111 401 531 441187 
7 I I 3 I 7 I 215 I 126 I 7 4 I 432 
9 I I 2 I 2 I 21 I 41 I 3 I 78 

39 I 28 I 19 I 28 I 213 I 401 I 409 I 369 11,506 
10 I 9 I 10 I 84 I 51 I 15 I 179 

8 I 10 I 153 I 72 I I 243 
2 I 4 I 62 I 51 I 12 I 131 

:『 91:［I:i! 1[ ；i旦
21 101 611 38171118 
21 I 151 281 51 50 
3 I I 2 I 14 I I 19 
6 I 6 I 16 I 29 I 10 I 67 

7 I 8 I I 15 
341 521 81 97 
361 381 51 82 

京
馬
木
城
葉
梨
玉
川
野
阜
岡
知
潟
山
川
井
重
賀
良
山
阪
都
庫
山
島
取
根
口
川
島
媛
知
分
岡
崎
賀
本
崎
島
縄
他
計

奈

歌

児

の

東
群
栃
茨
千
山
埼
神
長
岐
静
愛
新
富
石
福
三
滋
奈
和
大
京
兵
岡
広
鳥
島
山
香
徳
愛
高
大
福
長
佐
熊
宮
鹿
沖
そ
合
一

413931 

ー 2

3

 

5423 

4
0
1
0
0
7
5
8
1
0
9
8
9
3
3
7
0
3
2
5
1
7
7
9
7
3
7
2
4
4
1
9
4
9
 

2

0

3

1

1

1

1

1

5

3

1

 

3
 
ー

1

3

7

6

6

4

2

5

2

2

5

0

 

2

3

1

0

1

1

1

1

5

 

1

5

 

ー

7
2
6
0
1
5
2
4
5
5
0
9
9
3
9
 

4
 

2
4
0
0
2
2
3
3
4
4
6
6
1
1
1
1
4
1
3
8
1
1
 

1

1

1

1

1

 

4
 

4
8
5
5
4
8
3
4
2
8
5
2
3
6
4
3
7
6
1
9
3
4
4
4
5
2
9
1
4
4
8
9
2
8
5
 

1

1

1

2

4

 

4
 

6
5
6
3
1
0
3
6
6
4
2
3
2
6
7
4
4
2
0
0
 

1

4

 

1

0

 

ー

5
2
1
2
3
1
2
1
3
1
3
2
4
0
0
0
0
 

ー

2

5

 

8
5
1
4
1
8
1
1
5
2
8
3
9
1
9
8
-2
 

9

4

 

3

9

 

4
 

7093 
4
 （注）本表は、世帯主たる団員の渡満数であり、家族数は含んでいない。
その他が、何を意味するのかは不明、北海道からの送出を含んでいると考えられる。
満拓公社発行『満洲開拓月報』 (19痴年6月）所収
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表4 大阪府送出の満洲農業移民

請嚇次別名称I所在地名 I送出府県名

2

3

6

6

5

5

3

 

寧
寧
〗
皿
血
匹
四
血

み

翌

鉛

み

鉛

鉛

鉛

鉛

人

鉛

一

人

鉛
221g-192g 

嘉
誓
誓
鵞
認
認

．

．

 

鵬立

重

重

仏

県

三

三

F

武

府

・

・

り

旬
卵

四

紐

紐

本

酌

制

阪

施

宗

ほ
•
山
・
山

大

布

堺

か

蓮

這

譴

譴

項

：

．．．． 
料

成

成

成

資

阪
阪
傭
阪
瀾
阪
渾
直

大

屯
子
子
発
鎮
囀

m
〗

旦

醤

這

直

温

大

大

大

i

一
塁
欝
藍
一阪

国

国

敦

国

敦

国

暗

国

阿

国

肇

国

国

洲

洲

洲

洲

特

一

洲

洲

洲

洲

大

ヽ

満

満

満

満

布

満

満

満

満
子
団
~

史拓

溝

拓

団

開

団

団

開洲

団

拓

饂

躊

阪

団

拓

膚

開

開

大

拓

開

拓

次
呻
次
疇
次
子
次
立
次
発
次
開
次
郷
次
開

駄
屁
猛
咄
聾
翻
翡
翻
g

l

-

2

3

4

了
二
6

丁一
8

図1 大阪府送出の満洲農業移民入植図

（注）数字は、表4参照
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日
大
阪
府
送
出
の
開
拓
団

第
一

0
次
沙
里
溝
子
仏
立
開
拓
団

こ
の
開
拓
団
は
、
日
蓮
宗
本
門
仏
立
講
信
徒
が
中
心
と
な
り
、
大
阪

市
に
あ
る
清
風
寺
を
送
出
母
体
と
し
て
、
一
九
四
一
年
四
月
、
第
一
次

先
遣
隊
四

0
人
が
渡
満
し
、
同
年
六
月
、
満
洲
国
興
安
東
省
布
特
喰
旗

沙
里
溝
子
に
入
植
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

以
来
、
第
一
次
本
隊
が
同
年
八
月
に
渡
満
、
一
―
月
に
入
植
し
た
の

を
は
じ
め
、
一
九
四
四
年
一

0
月
ま
で
、
一
八
次
に
わ
た
っ
て
、
総
計

①
 

七
四
九
人
が
入
植
し
て
い
る
。

一
九
四

0
年
一

0
月
、
政
府
が
、
「
中
小
商
工
業
者
に
対
す
る
対
策
」

を
発
表
し
、
要
転
業
者
の
主
な
る
転
換
先
の
第
三
項
に
満
洲
開
拓
民
を

あ
げ
、
国
策
と
し
て
の
転
業
移
民
が
始
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
清
風

寺
本
門
仏
立
講
信
徒
も
、
企
業
整
備
に
伴
う
転
廃
業
者
を
そ
の
中
心
に

し
て
い
た
。

そ
し
て
、
こ
の
団
の
特
色
は
、
府
か
ら
の
働
き
か
け
に
よ
る
と
い
う

よ
り
も
、
仏
立
講
信
徒
側
か
ら
の
発
意
で
結
成
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

む
し
ろ
、
仏
立
開
拓
団
の
結
成
に
よ
っ
て
、
府
当
局
が
、
中
小
商
工
業

者
の
転
業
対
策
と
し
て
の
満
洲
移
民
に
注
目
し
は
じ
め
た
と
い
っ
て
い

い
だ
ろ
う
。

同
年
―
一
月
一
五
日
、
府
職
業
課
拓
務
係
に
仏
立
講
参
詣
課
長
が
訪

れ
、
満
洲
移
民
の
下
相
談
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
月
一
八
日
、
渡

満
希
望
の
五

0
家
族
、
当
時
帰
阪
中
の
龍
爪
開
拓
団
員
、
拓
務
省
係
官

を
交
え
て
、
開
拓
協
議
会
が
開
か
れ
、
仏
立
開
拓
団
の
結
成
が
本
格
的

に
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

当
時
の
新
聞
は
、
そ
の
模
様
を
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

府
で
も
大
乗
気
と
な
り
、
（
中
略
）
開
拓
協
議
会
を
催
し
、
大
阪
最

初
の
大
集
団
移
民
を
こ
こ
で
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
府
当
局

で
は
、
中
小
商
工
業
者
の
転
業
対
策
に
は
考
慮
し
て
ゐ
る
折
か
ら

R
 

で
も
あ
り
、
こ
れ
が
成
果
に
大
き
な
力
瘤
を
入
れ
て
ゐ
る
。

こ
う
し
て
、
府
当
局
は
、
一
部
の
府
民
に
触
発
さ
れ
た
形
で
、
転
廃

業
者
の
満
洲
移
民
送
出
に
取
り
く
み
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で

の
府
の
満
洲
移
民
送
出
に
対
す
る
姿
勢
は
、
概
し
て
消
極
的
で
あ
っ
た
。

一
九
四
一
年
一
月
二

0
日
、
本
門
仏
立
講
大
僧
正
、
西
村
日
淳
師
は
、

清
風
寺
に
同
講
理
事
八

0
人
を
集
め
、
永
雄
策
郎
拓
殖
大
学
教
授
を
招

い
て
懇
談
し
た
結
果
、
満
場
一
致
で
宗
教
移
民
団
を
結
成
す
る
こ
と
に

決
定
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
同
講
信
徒
内
に
「
続
々
と
移
民
希
望
者

⑧
 

が
殺
到
」
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

同
年
二
月
二

0
日
、
先
遣
隊
員
四
三
人
は
、
奈
良
県
山
辺
郡
都
介
野

村
県
立
農
事
訓
練
所
、
豊
農
塾
に
入
所
し
、
以
後
一
ヶ
月
半
の
あ
い
だ
、

内
地
訓
練
を
行
な
っ
た
。

訓
練
は
、
「
朝
の
お
勤
め
」
か
ら
始
ま
り
、
六
時
に
運
動
場
に
整
列
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し
、
軍
隊
式
点
呼
の
後
、
東
に
向
か
っ
て
二
拝
、
二
拍
手
、
一
拝
の
遥

拝
が
あ
り
、
「
君
が
代
」
の
斉
唱
、
「
日
の
丸
」
の
掲
揚
、
「
教
育
勅

語
」
の
拝
聴
、
「
弥
栄
」
の
三
唱
と
続
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
朝
課

と
し
て
、
約
四
キ
ロ
の
駆
足
、
直
心
影
流
法
定
の
型
の
錬
武
、
内
原
訓

や
ま
と
ば
た
ら
き

練
所
独
自
の
「
日
本
体
操
」
の
三
つ
の
う
ち
、
ど
れ
か
を
行
な
う
。

七
時
半
か
ら
朝
食
、
八
時
半
か
ら
農
事
訓
練
（
土
耕
麦
踏
み
、
堆
肥
の

積
込
み
、
果
樹
園
の
下
な
ら
し
、
炭
焼
吾
、
排
水
溝
掘
り
、
薪
運
び
）
、
軍
事

教
練
を
行
な
い
、
夜
九
時
に
消
燈
し
、
一
日
を
終
え
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た
。加
え
て
、
当
番
の
者
は
、
一
時
間
づ
つ
交
代
で
夜
間
警
備
に
立
つ
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
満
洲
に
お
け
る
夜
間
歩
哨
の
予
行
演
習
も
す
で
に

④
 

行
な
わ
れ
て
い
た
。

内
地
訓
練
を
終
え
た
先
遣
隊
員
は
、
四
月
二
八
日
、
大
阪
府
主
催
の

壮
行
会
に
出
席
、
生
国
魂
神
社
に
参
拝
、
市
中
行
進
を
行
な
い
、
翌
日
、

下
関
よ
り
渡
満
し
た
。
軍
人
会
館
で
行
な
わ
れ
た
壮
行
会
に
は
、
日
淳

師
以
下
信
徒
六

0
0
人
も
参
加
し
、
知
事
代
理
菊
池
経
済
部
長
の
告
辞
、

⑤
 

山
中
拓
務
省
開
拓
課
長
ら
の
祝
辞
が
あ
っ
た
。

五
月
三
日
、
吟
爾
浜
大
訓
練
所
に
到
着
し
た
一
行
は
、
翌
日
か
ら
、

朝
課
と
し
て
、
訓
練
所
長
の
指
揮
に
よ
る
東
方
遥
拝
、
国
旗
掲
揚
、
君

ケ
代
斉
唱
、
弥
栄
三
唱
、
続
い
て
訓
示
の
拝
聴
を
終
え
た
後
、
農
事
・

畜
産
・
林
業
の
各
班
に
分
か
れ
て
、
学
科
と
農
耕
の
実
際
訓
練
を
受
け

た
。
ま
た
、
日
曜
日
に
は
、
附
近
の
実
験
農
家
な
ど
を
見
学
し
て
す
と

し
た
。六月
一

0
日
、
吟
爾
浜
大
訓
練
所
を
卒
業
し
、
同
月
一
三
日
、
布
特

吟
旗
に
入
植
し
た
の
で
あ
る
。

第
一

0
次
上
興
発
大
阪
開
拓
団

こ
の
開
拓
団
は
、
大
阪
府
が
ひ
ろ
く
一
般
府
民
か
ら
募
集
し
た
も
の

で
、
「
大
阪
府
特
設
開
拓
団
」
と
し
て
、
先
遣
隊
四
三
人
は
、
一
九
四

一
年
四
月
に
仏
立
開
拓
団
と
行
を
と
も
に
渡
満
し
た
。

先
遣
隊
員
の
う
ち
ニ
―
人
は
、
仏
立
開
拓
団
員
と
と
も
に
、
奈
良
県

の
豊
農
塾
に
お
い
て
内
地
訓
練
を
受
け
た
。
他
の
二
二
人
は
、
大
阪
府

が
設
置
し
た
国
民
勤
労
訓
練
所
で
訓
練
を
終
え
た
者
で
あ
る
。

先
遣
隊
は
、
仏
立
開
拓
団
と
と
も
に
、
満
洲
吟
爾
浜
大
訓
練
所
で
一

ヶ
月
の
訓
練
を
終
え
、
六
月
一
三
日
、
興
安
東
省
阿
栄
旗
上
興
発
に
入

植
し
た
。

そ
の
後
、
八
月
九
日
に
壮
行
式
が
行
な
わ
れ
、
渡
満
し
た
第
一
次
本

隊
二
六
人
を
は
じ
め
、
敗
戦
時
ま
で
に
七
九
六
人
（
家
族
六
0
八
人
を
含

⑥
 

む
）
が
送
出
さ
れ
た
。

先
遣
隊
員
と
第
一
次
本
隊
員
の
前
職
業
は
、
職
工
一
四
、
店
員
七
、

商
業
・
無
職
各
四
、
会
計
事
務
員
・
農
業
各
三
、
紙
箱
製
造
・
洋
服
業

・
理
髪
職
・
運
搬
エ
・
市
電
運
転
手
・
自
動
車
運
転
手
・
郵
便
局
員
・

郵
便
集
配
手
い
ず
れ
も
二
、
鉄
工
業
・
豆
腐
業
・
軍
属
・
障
子
製
造
棠

（二）
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・
仕
出
業
・
書
籍
商
・
市
吏
員
・
電
気
組
立
エ
・
自
動
車
工
・
繊
維
加

工
業
・
雑
貨
商
・
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
職
・
守
衛
い
ず
れ
も
一
人
と
い
う
こ

と
で
、
あ
ら
ゆ
る
職
業
を
網
羅
し
て
お
り
、
転
業
移
民
の
性
格
が
よ
く

あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

渡
満
の
動
機
に
つ
い
て
は
、
新
聞
紙
上
で
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

電
気
組
立
エ
（
ニ
ニ
歳
）

満
洲
に
ゐ
た
こ
と
の
あ
る
兄
か
ら
よ
く
満
洲
の
事
情
を
聞
い
た
の

で
、
ぜ
ひ
満
洲
に
行
っ
て
大
い
に
働
き
た
い
と
望
ん
で
ゐ
た
こ
と

A
、
も
う
―
つ
は
都
会
生
活
に
も
あ
き
た
ら
ぬ
気
持
を
抱
く
よ
う

に
な
っ
た
の
で
や
っ
て
来
ま
し
た
。

雑
貨
商
（
三
二
歳
）

小
売
業
者
は
苦
し
い
、
そ
れ
で
も
や
っ
て
行
け
ぬ
こ
と
は
な
い
が
、

い
ま
な
ら
自
分
も
若
い
し
子
供
も
小
さ
い
か
ら
行
く
な
ら
い
ま
だ

⑦
 

と
決
心
し
ま
し
た
。

こ
の
二
人
の
語
っ
て
い
る
こ
と
は
、
多
く
の
転
業
移
民
の
正
直
な
気

持
ち
を
代
弁
し
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

職
を
失
な
う
か
、
転
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
し
だ
い
に
苦
し
さ
を
増

し
て
い
く
日
々
の
生
活
の
中
で
、
あ
え
い
で
い
る
者
に
と
っ
て
、
満
洲

の
地
で
と
も
か
く
も
自
分
の
土
地
を
持
ち
、
自
活
で
き
る
と
い
う
こ
と

は
、
大
き
な
魅
力
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
転
業
を
す
る
に
し
て
も
、

先
の
見
え
て
い
る
都
会
で
す
る
よ
り
、
新
し
い
土
地
で
自
ら
を
賭
け
て
、

も
う
一
度
や
り
直
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
ろ
う
。
「
自
分
の

一
九
四
三
年
三
月
、
大
阪
市
を
送
出
母
体
と
す
る
昇
平
大
阪
開
拓
団

の
先
遣
隊
三
五
人
は
、
満
洲
国
浜
江
省
肇
州
県
昇
平
鎮
に
入
植
し
た
。

以
後
一
九
四
五
年
の
第
一
九
次
本
隊
ま
で
、
一
、

0
三
六
人
が
送
出

さ
れ
た
。
当
初
は
、
計
画
戸
数
四

0
0戸
で
あ
っ
た
が
、
敗
戦
時
在
籍

国

土
地
を
持
て
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
農
村
出
身
者
だ
け
で
は
な
く
、
都

会
の
者
に
と
っ
て
も
、
希
望
を
与
え
ら
れ
る
響
き
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

「
一
生
を
や
り
直
す
覚
悟
」
が
必
要
な
だ
け
に
決
し
か
ね
る
者
も
多
く
、

種
々
の
方
面
か
ら
奨
励
さ
れ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
渡
満
す
る
人
が

少
な
か
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

さ
ら
に
動
機
に
つ
い
て
は
、
国
家
が
満
洲
移
民
の
目
的
を
食
糧
増
産
、

北
辺
鎮
護
に
お
い
て
い
た
関
係
上
、
「
お
国
の
た
め
に
」
一
身
を
投
げ

ぅ
っ
て
渡
満
す
る
と
い
う
気
持
ち
で
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

渡
満
後
は
、
入
植
地
に
あ
っ
て
、
「
わ
れ

l
＼
は
う
か
／
＼
出
来
な

い
、
失
敗
す
れ
ば
、
今
後
大
阪
か
ら
転
業
し
て
出
て
来
ら
れ
る
人
々
に

気
の
毒
だ
か
ら
な
ァ
、
仏
立
開
拓
団
の
や
う
に
背
後
に
力
が
な
い
か
ら
、

団
結
を
固
め
て
自
分
自
身
の
手
で
や
ら
ね
ば
な
ら
ん
、
ま
づ
競
争
は
仏

⑧
 

立
だ
。
」
と
意
気
盛
ん
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
競
争
心
は
、
満
拓
公

社
の
事
務
所
に
あ
る
、
団
の
成
績
を
示
し
て
い
る
団
建
設
表
に
よ
っ
て
、

よ
り
い
っ
そ
う
煽
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

第
―
二
次
昇
平
大
阪
開
拓
団
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戸
数
は
二
二

0
戸
、
八
九
五
人
（
男
1
1
四
五
八
、
女
1
1
四
三
七
）
で
あ
り
、

⑨
 

約
半
数
の
世
帯
が
退
団
し
て
い
っ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
退
団
者
が
多
か
っ
た
原
因
に
は
、
一
九
四

0
年
当
時

の
移
民
に
比
べ
て
、
渡
満
の
動
機
が
曖
昧
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

る
だ
ろ
う
。

元
昇
平
開
拓
団
員
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
「
先
遣
隊
に
次
ぎ
本
隊
の
三

次
く
ら
い
ま
で
は
、
開
拓
の
意
気
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
降
は
、

満
洲
に
逃
避
す
る
気
持
ち
の
者
が
増
加
し
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
夢

⑩
 

や
ぶ
れ
て
退
団
す
る
者
が
あ
と
を
た
た
な
か
っ
た
。
」
と
い
う
こ
と
で
、

こ
こ
で
も
、
渡
満
の
動
機
は
、
大
阪
を
あ
と
に
し
て
「
満
洲
へ
逃
避
す

る
」
こ
と
で
あ
っ
た
。

企
業
整
備
の
進
行
に
伴
っ
て
、
転
失
業
者
数
は
増
加
の
一
途
を
た
ど

っ
て
お
り
、
国
内
で
な
す
術
を
な
く
し
た
者
た
ち
の
一
部
が
、
満
洲
の

地
に
夢
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
入
植
地
で
の
生
活
は
、
夢
を

も
ち
、
逃
避
で
き
る
ほ
ど
甘
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
し
て
、
農
業

経
験
の
な
い
都
会
出
身
者
に
と
っ
て
、
並
た
い
て
い
の
意
思
を
も
っ
て

し
て
は
続
か
な
い
、
苛
酷
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ

が
、
当
時
の
行
政
当
局
・
教
育
関
係
者
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
関
係
者
は
、

満
洲
へ
行
け
ば
、
夢
が
か
な
え
ら
れ
る
が
ご
と
く
に
、
盛
ん
に
移
民
の

奨
励
を
し
た
の
で
あ
る
。

一
九
四
二
年
、
大
阪
市
で
は
、
市
が
単
独
で
編
成
す
る
開
拓
団
の
団

員
募
集
を
行
な
っ
た
。
詮
衡
の
上
、
六
五
人
が
興
亜
植
訓
練
道
場
に
お

い
て
六
ヶ
月
間
の
訓
練
を
受
け
、
そ
の
う
ち
三
五
人
が
渡
満
し
た
。
第

二
次
先
遣
隊
は
、
当
初
五

0
人
が
同
道
場
に
入
り
、
四

0
人
が
渡
満
し

た
。
内
地
訓
練
期
間
に
お
い
て
も
、
一
―
五
人
中
、
三
五
人
が
渡
満
を

取
り
や
め
る
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。

先
遣
隊
員
七
五
人
の
前
職
業
に
つ
い
て
、
判
明
し
て
い
る
六
五
人
の

内
訳
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

会
社
員
七
、
教
員
・
大
工
各
五
、
自
動
車
運
転
手
四
、
鉄
工
業
・
食

堂
経
営
各
三
、
公
務
員
・
獣
医
・
硝
子
器
販
売
業
・
乾
物
商
・
エ
員
・

左
官
・
板
金
工
・
豆
腐
業
・
理
髪
業
・
木
工
業
い
ず
れ
も
二
、
警
察
官

・
医
師
•
町
会
役
員
・
米
穀
業
・
鍼
灸
業
・
塗
装
業
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

業
・
靴
製
造
業
・
僧
職
・
画
家
・
洋
服
仕
立
業
・
電
気
工
・
刀
剣
販
売

業
・
ブ
ラ
シ
製
造
業
・
牛
乳
販
売
業
・
織
物
業
・
屋
根
修
理
業
・
調
理

師
い
ず
れ
も
一
人
。

以
上
の
よ
う
に
、
職
業
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
企
業
整
備
に
よ
る

中
小
工
業
者
お
よ
び
従
業
員
、
配
給
機
構
の
統
制
に
よ
る
小
売
り
業
者

が
目
立
っ
て
お
り
、
そ
の
ほ
か
、
公
務
員
・
教
員
の
数
が
多
い
の
も
目

を
引
く
。
一
人
の
警
察
官
は
、
団
長
と
な
っ
た
人
で
あ
り
、
工
業
組
合

中
央
会
の
大
阪
府
主
事
で
も
あ
っ
た
。

昇
平
開
拓
団
の
場
合
、
当
時
、
国
家
代
行
機
関
的
な
機
能
を
果
た
し
、

傘
下
、
工
業
組
合
の
統
制
を
行
な
っ
て
い
た
工
業
組
合
中
央
会
の
府
に

お
け
る
幹
部
が
、
率
先
し
て
団
長
に
な
っ
た
こ
と
は
、
他
の
転
業
開
業

拓
団
と
比
べ
て
も
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
組
合
の
統
制
下
に
い
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る
労
働
者
に
対
し
て
与
え
る
影
響
も
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
満
洲

移
民
事
業
に
対
し
て
、
組
合
が
稼
極
的
姿
勢
で
の
ぞ
ん
で
い
た
こ
と
も

う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

二
年
前
の
一
九
四
一
年
三
月
、
拓
務
省
は
、
全
国
各
府
県
の
中
小
商

工
業
者
中
の
中
堅
人
物
お
よ
び
地
方
指
導
者
を
集
め
て
、
約
三
週
間
に

わ
た
っ
て
、
牡
丹
江
・
龍
爪
・
慶
城
・
吟
爾
浜
・
四
家
房
な
ど
満
洲
各

地
の
転
業
移
民
入
植
地
を
視
察
さ
せ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
視
察
に
よ
っ

て
、
中
小
商
工
業
者
が
満
洲
で
転
農
す
る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
の
回

答
を
得
、
転
業
問
題
の
参
考
資
料
と
す
べ
く
、
催
し
た
も
の
で
あ
っ

た。
そ
の
視
察
団
の
一
行
に
、
昇
平
開
拓
団
の
団
長
と
な
っ
た
工
業
組
合

中
央
会
大
阪
府
支
部
主
事
が
参
加
し
て
い
た
。
彼
は
、
帰
国
後
の
座
談

会
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

大
阪
市
の
商
人
そ
の
他
が
満
洲
の
教
育
、
治
安
、
衛
生
な
ど
危
惧

の
念
を
持
っ
て
ゐ
る
関
係
上
、
今
日
ま
で
満
洲
開
拓
民
志
願
者
は

少
な
か
っ
た
。
し
か
し
実
際
に
彼
の
地
を
見
て
来
る
と
か
や
う
な

不
安
は
全
く
一
掃
さ
れ
る
、
商
業
人
の
農
業
者
に
転
換
は
最
初
は

困
難
で
あ
る
が
、
各
地
開
拓
村
の
実
情
か
ら
見
て
元
気
と
発
憤
に

よ
っ
て
や
り
得
な
い
こ
と
は
な
い
と
の
自
信
を
深
め
た
。
今
度
の

視
察
は
大
い
に
有
益
で
あ
っ
て
得
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
今
後

は
府
識
業
課
と
協
力
し
て
中
小
商
工
業
者
に
対
し
、
満
洲
大
陸
の

⑪
 

認
識
に
努
め
た
い
。

実
際
に
満
洲
の
入
植
地
を
視
察
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
の

商
工
業
者
が
転
農
す
る
こ
と
は
可
能
だ
と
い
う
自
信
を
深
め
た
彼
は
、

視
察
後
、
工
業
組
合
を
通
じ
て
、
稼
極
的
に
満
洲
移
民
を
奨
励
し
て
い

く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
大
阪
市
送
出
の
転
業
開
拓
団
の
団
長

と
し
て
、
自
ら
が
移
民
の
先
頭
に
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、

彼
が
個
人
と
し
て
と
っ
た
行
動
と
い
う
面
が
あ
っ
た
こ
と
も
見
の
が
せ

な
い
が
、
当
時
、
転
業
移
民
に
関
し
て
は
、
商
・
エ
組
合
、
商
工
会
議

所
お
よ
び
行
政
官
庁
が
、
一
体
と
な
っ
て
奨
励
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

先
の
満
洲
視
察
後
の
座
談
会
に
お
い
て
も
、
大
阪
商
工
会
議
所
事
業

課
長
兼
商
工
相
談
所
長
は
、
「
今
度
の
視
察
旅
行
で
ま
づ
わ
れ
わ
れ
指

⑫
 

導
者
が
中
小
商
工
業
者
転
業
開
拓
民
と
し
て
の
自
信
を
得
た
」
と
述
べ
、

ま
た
、
商
業
組
合
中
央
会
大
阪
府
支
部
主
事
も
、
「
今
度
の
二
十
日
間

の
現
地
視
察
に
よ
っ
て
農
業
の
未
経
験
な
商
人
で
も
百
姓
を
や
れ
る
と

い
ふ
自
信
が
つ
い
た
。
大
阪
市
商
家
十
五
万
戸
、
百
万
人
の
商
人
に
対

し
、
私
が
得
た
実
地
の
見
聞
を
語
り
帰
農
を
勧
め
る
考
へ
で
す
」
と
決

意
を
語
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
組
合
関
係
者
か
ら
勧
め
ら
れ
、
渡
満
を
決
意
し
た
中
小

商
工
業
者
を
中
心
に
編
成
さ
れ
た
昇
平
開
拓
団
は
、
一
九
四
五
年
五
月

ま
で
、
団
員
家
族
の
送
出
を
続
け
た
の
で
あ
る
。
最
後
の
送
出
に
お
い

て
は
、
大
空
襲
に
見
舞
わ
れ
た
あ
と
で
も
あ
り
、
「
満
洲
へ
行
け
ば
空

⑱
 

襲
は
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
で
、
む
し
ろ
大
陸
へ
疎
開
す
る
よ
う
な
安

心
感
を
も
っ
て
い
た
人
も
あ
っ
た
。

- 18 -



国
民
勤
労
訓
練
所
は
、
中
小
商
工
業
者
の
転
業
対
策
の
一
っ
と
し
て
、

厚
生
省
が
予
算
二
八

0
万
円
を
投
じ
、
東
京
・
大
阪
の
ニ
ケ
所
に
建
設

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
竣
工
が
一
九
四
一
年
七
月

と
ろ
に
な
る
た
め
、
同
省
職
業
局
で
は
、
同
訓
練
所
が
開
設
さ
れ
る
ま

で
の
あ
い
だ
、
要
転
業
者
訓
練
の
応
急
策
と
し
て
、
各
府
県
に
あ
る
既

存
の
修
養
訓
練
施
設
を
動
員
し
、
こ
れ
に
委
託
し
て
訓
練
を
行
な
う
よ

う
に
、
一
九
四
一
年
一
月
末
に
、
東
京
・
大
阪
・
神
奈
川
•
愛
知
・
京

都
・
兵
庫
・
福
岡
な
ど
一
三
府
県
の
職
業
課
長
を
招
集
し
、
呼
び
か
け

て
い
た
。

大
阪
府
で
は
、
こ
れ
に
呼
応
し
て
、
二
月
二

0
日
、
「
国
民
勤
労
訓

⑭
 

練
所
訓
練
生
募
集
要
綱
」
を
発
表
し
た
。

同
要
綱
に
よ
る
と
、
訓
練
の
目
的
は
、
「
心
身
の
鍛
錬
に
よ
っ
て
高

度
国
防
国
家
に
必
須
な
勤
労
精
神
を
体
得
さ
せ
、
職
業
転
換
に
必
要
な

資
質
の
練
成
を
図
る
」
こ
と
で
あ
り
、
訓
練
生
の
委
託
先
も
、
訓
練
後

の
就
職
を
顧
慮
し
て
、
住
友
伸
銅
所
・
汽
車
会
社
・
大
阪
鉄
工
所
・
日

本
ア
ル
ミ
ニ
ュ
ー
ム
製
造
所
な
ど
、
大
手
の
重
工
業
関
係
工
場
が
指
定

さ
れ
た
。

訓
練
生
は
、
こ
れ
ら
の
工
場
に
お
い
て
、
一
ヶ
月
間
共
同
宿
泊
し
、

昼
間
は
工
場
の
作
業
訓
練
を
、
夜
間
は
精
神
訓
練
、
休
日
は
軍
隊
訓
練

国
民
勤
労
訓
練
所
と
興
亜
拓
植
訓
練
道
場

・
娯
楽
を
行
な
い
、
訓
練
中
の
作
業
手
当
と
し
て
約
四

0
円
支
払
わ
れ
、

訓
練
終
了
後
は
、
就
職
斡
旋
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

そ
し
て
、
要
綱
で
は
、
訓
練
生
の
も
う
―
つ
の
性
格
を
あ
げ
て
い
た
。

訓
練
終
了
後
は
、
満
洲
あ
る
い
は
南
米
へ
の
移
民
を
希
望
す
る
者
た
ち

を
、
大
阪
府
北
河
内
郡
交
野
村
に
建
設
中
の
大
阪
市
立
興
亜
拓
植
訓
練

道
場
に
委
託
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

第
一
回
募
集
は
、
五

0
0
人
を
め
ざ
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
一

0
0

人
か
ら
二

0
0人
を
同
訓
練
道
場
に
委
託
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
応
募

資
格
は
、
「
要
転
業
者
で
二
十
二
歳
か
ら
四
十
五
歳
ま
で
、
普
通
労
働

に
堪
へ
得
る
も
の
」
と
な
っ
て
い
た
。

第
一
回
の
募
集
・
面
接
の
結
果
、
一
六
五
人
が
、
三
月
一
日
か
ら
訓

練
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
委
託
先
の
内
訳
は
、
住
友
伸
銅
所

三
七
人
、
日
本
ア
ル
ミ
ニ
ュ
ー
ム
製
造
所
二
七
人
、
汽
車
会
社
二

0
人、

大
阪
鉄
工
所
桜
島
工
場
―
二
人
、
郡
部
工
場
八
人
、
興
亜
拓
植
訓
練
道

場
五
九
人
で
あ
り
、
予
定
よ
り
大
幅
に
少
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
府
で
は
、
矢
継
早
に
第
一
回
募
集
人
員
の
不
足
三
三
五

人
を
募
集
し
て
い
る
。
今
回
に
限
り
三
月
ニ
―
日
か
ら
三
一
日
ま
で
、

―
一
日
間
の
短
期
訓
練
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
も
、
応
募
状
況

は
思
わ
し
く
な
か
っ
た
よ
う
で
、
三
一
日
に
第
一
回
訓
練
生
と
し
て
巣

立
っ
た
の
は
三
一
九
人
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
う
ち
二
ニ
人
が
、

大
阪
府
送
出
の
一
般
特
設
開
拓
団
の
先
遣
隊
と
な
っ
た
こ
と
は
先
述
し

た。
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そ
の
後
、
第
三
回
募
集
（
五
月
一
日
、
訓
練
開
始
）
の
際
も
、
詮
衡
の

結
果
は
一
四
九
人
に
す
ぎ
ず
、
府
職
業
指
導
部
・
職
業
課
で
は
、
「
潜

⑮
 

在
的
な
転
業
者
を
ど
う
捕
捉
す
る
か
に
頭
を
悩
ま
し
て
い
る
」
と
い
う

状
態
で
あ
っ
た
。
中
小
商
工
業
者
の
転
失
業
対
策
と
し
て
創
設
さ
れ
た

国
民
勤
労
訓
練
所
で
あ
っ
た
が
、
当
局
の
予
想
に
反
し
て
、
入
所
希

望
者
は
、
毎
回
か
ろ
う
じ
て
定
員
を
満
た
す
程
度
で
あ
っ
た
の
で
あ

る。
こ
れ
は
、
訓
練
生
の
大
部
分
の
前
職
が
商
業
関
係
で
あ
り
、
ま
た
、

転
業
に
せ
ま
ら
れ
な
が
ら
も
、
意
思
を
決
し
か
ね
て
い
る
壮
年
層
が
多

か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
家
の
柱
と
し
て
の
重
責
を
担
っ
て
い

る
者
に
と
っ
て
、
転
業
を
し
な
け
れ
ば
生
活
で
き
な
い
よ
う
な
状
況
で

あ
っ
て
も
、
な
か
な
か
決
心
の
つ
か
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
人
た
ち
も
、
太
平
洋
戦
争
の
勃
発
、
企
業
整

備
の
進
行
に
応
じ
て
、
転
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
転
業
移

民
と
し
て
渡
満
す
る
人
も
、
次
第
に
増
加
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
一

九
四
三
年
に
渡
満
し
た
昇
平
開
拓
団
・
布
施
郷
開
拓
団
、
一
九
四
四
年

の
堺
郷
開
拓
団
も
そ
の
よ
う
な
人
た
ち
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
大
阪
国
民
勤
労
訓
練
所
が
、
そ
の
訓
練
生
を
委
託
し
た

大
阪
市
立
興
亜
拓
植
訓
練
道
場
と
は
、
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う

、,oヵ
一
九
四
一
年
三
月
六
日
、
大
阪
市
会
は
、
「
大
阪
市
立
興
亜
拓
植
訓

練
道
場
条
例
」
を
議
決
、
同
月
一

0
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

同
条
例
は
、
九
条
か
ら
な
り
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

第
一
条
本
道
場
ハ
大
陸
開
拓
精
神
ヲ
昂
揚
シ
移
住
ヲ
奨
励
ス
ル

為
青
少
年
其
ノ
他
二
対
シ
適
当
ナ
ル
訓
練
ヲ
行
フ
ト
共
二
質
実
剛

健
ナ
ル
市
民
ヲ
錬
成
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

第
二
条
本
道
場
ハ
前
条
ノ
目
的
ヲ
達
成
ス
ル
為
左
ノ
訓
練
ヲ
行

フ一
生
活
訓
練

ニ
教
学
訓
練

三

尚

武

訓

練

四

農

事

訓

練

五
其
ノ
他
必
要
ナ
ル
訓
練

第
三
条
本
道
場
二
於
テ
訓
練
ヲ
受
ケ
得
ル
者
ハ
本
市
住
民
ニ
シ

テ
左
ノ
各
号
ノ
―
二
該
当
ス
ル
者
タ
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

一
大
陸
移
住
志
望
者

二
学
生
生
徒

―
―
―
青
年
団
員

四

離

失

業

者

五
工
場
労
務
者

六
給
料
生
活
者

七
其
ノ
他
訓
練
ヲ
適
当
卜
認
ム
ル
者

市
長
必
要
卜
認
ム
ル
ト
キ
ハ
本
市
住
民
二
非
サ
ル
者
二
対
シ
テ
モ

こ。f
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訓
練
ヲ
為
ス
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

⑲
 

第
四
条
訓
練
ヲ
受
ケ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
市
長
ノ
許
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ

第
五
条
以
下
、
省
略
す

右
の
よ
う
に
、
訓
練
道
場
は
、
目
的
と
し
て
「
大
陸
開
拓
精
神
ヲ
昂

揚
シ
移
住
ヲ
奨
励
ス
ル
」
こ
と
を
明
確
に
掲
げ
て
お
り
、
大
陸
へ
の
移

住
を
志
す
者
で
あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
誰
で
も
訓
練
の
対
象
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
う
ち
で
も
特
に
、
茨
城
県
の
内
原
訓
練
所
へ
行
く
前

に
、
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
の
少
年
た
ち
が
短
期
訓
練
を
行
な
っ
た

り
、
転
失
業
者
が
満
洲
移
民
と
な
る
た
め
に
内
地
訓
練
を
行
な
う
際
、

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
場
所
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
訓
練
道
場
は
、
訓
練
を
行
な
う
だ
け
で
は
な
く
、
満
洲
移
住

に
関
す
る
講
演
会
・
講
習
会
に
も
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

三
月
一

0
日
、
大
阪
府
北
河
内
郡
交
野
町
私
市
八
幡
山
一
帯
の
地
、

一
五
万
坪
に
建
設
途
中
で
は
あ
っ
た
が
、
同
訓
練
道
場
の
修
祓
式
と
開

場
式
が
行
な
わ
れ
た
。
当
日
は
、
内
原
訓
練
所
副
所
長
今
井
少
将
、
肝

付
満
洲
移
住
協
会
参
与
、
大
阪
市
長
代
理
森
下
助
役
、
田
阪
市
社
会
部

長
を
は
じ
め
、
同
日
編
成
を
終
え
た
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
第
二
大

⑰
 

阪
中
隊
員
ら
約
五

0
0
人
が
参
列
し
、
盛
大
に
行
な
わ
れ
た
。

最
初
に
訓
練
道
場
入
り
し
た
の
は
、
式
に
列
席
し
た
義
勇
軍
第
二
大

阪
中
隊
員
た
ち
で
、
二
泊
三
日
の
訓
練
を
終
え
、
内
原
訓
練
所
に
向
か

っ
た
の
で
あ
る
。
以
後
、
一
三
日
か
ら
一
ヶ
月
間
は
、
国
民
勤
労
訓
練

所
か
ら
委
託
さ
れ
た
転
失
業
者
が
入
所
し
た
の
を
は
じ
め
、
市
内
各
高

等
小
学
校
二
年
生
な
ど
が
入
所
し
、
訓
練
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

当
時
、
大
都
市
で
あ
っ
た
大
阪
市
が
独
自
に
満
洲
移
住
希
望
者
を
対

象
に
、
こ
の
よ
う
な
訓
練
道
場
を
創
設
し
た
こ
と
は
、
国
家
目
的
に
対

応
し
た
も
の
と
は
い
え
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
背
景
に
は
、
一
九
四

0
年
以
降
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し

て
き
た
中
小
商
工
業
者
の
転
失
業
問
題
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

大
阪
市
の
場
合
、
満
洲
へ
移
民
す
る
に
し
て
も
、
殷
業
経
験
者
が
少

な
い
状
態
で
は
、
ま
ず
農
事
訓
練
を
行
な
う
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
に
は
、
訓
練
所
が
必
要
な
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、

府
に
お
い
て
も
奈
良
県
の
農
民
道
場
に
委
託
し
て
訓
練
し
て
い
る
状
態

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

大
阪
府
の
場
合
、
そ
れ
ま
で
他
府
県
に
比
べ
て
、
満
洲
移
民
の
送
出

数
が
少
な
い
こ
と
の
原
因
の
一
っ
に
は
、
農
民
道
場
・
訓
練
道
場
と
い

っ
た
施
設
が
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
施
設
が
設
け
ら

れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
府
の
姿
勢
ー
~
国
の
満
洲
移
民
政
策
へ
の
消
極

的
な
姿
勢
を
示
し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
府
お
よ
び
大
阪
市
の
消
極
的
な
姿
勢
が
転
換
し
た
の
は
、

や
は
り
中
小
商
工
業
者
の
転
失
業
問
題
が
契
機
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
当
時
の
中
小
商
工
業
者
の
状
態
は
、
「
大
陸
開
拓
の
戦
士
と
し
て

雄
々
し
く
ふ
る
ひ
起
つ
べ
く
府
職
業
課
開
務
係
あ
る
ひ
は
職
業
指
導
部

⑱
 

ヘ
相
談
を
も
ち
込
む
も
の
が
最
近
は
平
均
四

0
名
も
あ
る
」
と
い
う
ほ
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大
阪
府
に
お
け
る
企
業
の
再
編
、
蓋
備

ど
で
あ
っ
た
。

次
節
に
お
い
て
、
当
時
の
大
阪
府
に
お
け
る
中
小
商
工
業
の
再
編
、

整
備
状
況
と
中
小
商
工
業
者
の
転
廃
業
状
況
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

大
阪
府
に
お
け
る
企
業
の
再
編
、
中
小
企
業
の
整
備
は
、
当
時
、
大

阪
府
が
全
国
一
の
商
工
業
地
区
で
あ
り
、
そ
の
結
果
が
地
府
県
の
整
備

基
準
に
も
な
る
た
め
、
関
係
当
局
は
、
特
に
慎
重
に
指
導
し
て
い
た
よ

⑲
 

う
で
あ
る
。
し
か
も
、
府
に
お
け
る
商
工
業
は
、
小
規
模
の
も
の
が
著

し
く
多
い
こ
と
も
、
慎
重
を
要
す
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
た
。

た
と
え
ば
、
府
の
中
心
で
あ
る
大
阪
市
の
状
態
を
み
て
み
よ
う
。

表
5
の
調
査
は
、
一
九
三
三
年
の
も
の
で
あ
っ
て
、
少
し
古
い
が
、

中
小
工
業
の
概
略
は
う
か
が
え
る
。
資
本
金
五

0
万
円
未
満
の
中
小
工

業
は
、
全
体
の
九
九
•
四
六
。
ハ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。
し
か
も
、

生
産
総
額
に
お
い
て
は
五
一
・
九
二
。
ハ
ー
セ
ン
ト
、
従
業
員
数
に
お
い

て
は
七
五
・
六
六
。
ハ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
と
い
う
状
態
で
、
大
阪
市
に

お
い
て
、
中
小
工
業
に
依
存
す
る
割
合
が
如
何
に
高
か
っ
た
か
が
わ
か

る。
次
に
商
業
で
あ
る
が
、
表
6
に
よ
る
と
、
資
本
金
一

0
万
円
未
満
の

中
小
商
業
は
、
全
体
の
九
八
。
ハ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。
業
態
別
に

よ
る
調
査
、
表
7
に
よ
る
と
、
中
小
経
営
を
行
な
っ
て
い
る
小
売
業
は

表5 大阪市における工業の現状 (1933年）

規模（轟蜘贔晶ll工場数 ！ 資本総額 I 生産総数 1 従業員数

1,OOO円采満＇ 円 円
小(3人） 24,881 54.03劣 8,311 °.71彩 43,4313.72形 63,17介17.43彩
（ 50万円未満10人中 20,917I 45.43 1275,878 I 23.51 1563,202 I 48.20 1210,869 I 58.23 

大(50万円声
336人
)I 249 I o.54 1889. 116 I 75. 18 1561,871 148.os 188,119 124.34 

（注）大阪市役所編『昭和大阪市史』第1巻、 185頁から転載
原資料は『大阪市工業調査書』

表6 大阪市における商業の現状(1)

(1935年）

規模（資本額） I店 数

小 1万円未満 81,724 I BB% 

中 10万円未満 8,485 I 10 

大 10万円以上 1,826 I 2 

表7 大阪市における商業の現状(2)

(1935年）

I店数
小売業 73,141I 79% 

卸小売業 7,184I s 

卸商業 11,730I 13 

業 種 別

（注）

前掲『昭和大阪市史』 186頁から転載
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七
九
。
ハ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
状
況
で
あ
り
、
明
ら
か
に
大
阪
市
の

商
業
は
中
小
規
模
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
中
小
商
工
業
が
全
商
工
業
の
圧
倒
的
多
数

を
占
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
府
に
お
い
て
も
市
に
お
い
て
も
、

そ
の
整
備
、
統
合
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、
特
に
慎
重
を
期
す
必

要
が
あ
っ
た
。

府
で
は
、
一
九
四

0
年
―
二
月
、
中
央
の
指
示
に
よ
っ
て
、

職
業
指
導
委
員
会
を
設
置
し
、
中
小
商
工
業
者
の
再
編
・
整
備

の
た
め
、
活
動
を
開
始
し
た
。

翌
年
五
月
、
府
経
済
部
商
工
第
一
•
第
二
課
を
中
心
に
し
て
、

中
小
企
業
整
備
に
具
体
的
に
着
手
し
た
が
、
当
初
は
、
政
府
の

⑳
 

方
針
そ
の
も
の
が
明
確
で
な
く
、
被
整
理
者
の
あ
い
だ
で
不
安

を
感
じ
る
者
が
多
く
、
企
業
の
再
編
、
中
小
商
工
業
の
整
備
は

遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ
た
。

同
年
三
月
、
大
阪
市
内
の
大
阪
織
物
同
業
組
合
加
入
者
一
、

二
0
0人
を
対
象
に
し
て
、
企
業
再
編
成
に
関
す
る
意
識
調
査

が
行
な
わ
れ
た
。
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
条
件
つ
き
の
賛
成
論
、

条
件
つ
き
の
反
対
論
が
と
も
に
多
く
、
「
時
期
尚
早
」
「
そ
の

必
要
を
認
め
ず
」
と
い
う
反
対
論
や
無
条
件
賛
成
論
は
、
一
部

＠
 

に
限
ら
れ
て
お
り
、
と
も
に
少
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
業
者
が
、

再
編
成
の
避
け
ら
れ
な
い
現
状
で
あ
る
こ
と
は
一
応
認
識
し
て

い
る
も
の
の
、
い
ざ
転
廃
業
す
る
段
に
な
る
と
、
一
般
に
気
乗

図2 大阪府転廃業対策機構図

厚
農林省

生
I 帰属 I → 

省 ー一
労務調整・転職指導

--—→I 大
I 
阪

拓務省

府！← 満洲開拓民 I 閂
«— 

国民更生金庫・整理統合
省

学 務 部 I-臨時職業指導部
＿
ー
商
工
第
一
課
ー
一

-
|
|
＿
転
業
係
ー
ー
一
整
職
業
指
導
加
成
金

ー
商
工
第
二
課
ー

転
業
係

＿

＿

 

経 済 部

ー
府
立
工
業
奨
励
館
ー
〔
工
業
の
技
術
指
導

技
術
係

繊
維
・
皮
革
・
木
材

食
料
・
雑
貨
関
係
者

ー
国
民
職
業
指
導
所

-

[

転

業

指

導

斡

旋

ー
労
務
調
整
係
ー
弱
小
業
者
の
生
活
援
助

課
ー

業

ー

蒻

小

業

者

の

経

済

更

生

職

ー
拓

ー
府
立
能
率
研
究
所
ー
〔
技
能
適
性
検
査

技
能
係

経

済

総総

務一務
係課

ー運金転国調職輸属廃民査業
関・業更・指
係化者生企導
者学の金画に
..金庫 関
下燃融

胃料 ・る

す

場 喜
（注）塩田咲子「戦時統制経済下の中小商工業者」 『体系・日本現代史』第4巻 (1979)238頁から転載

原資料は、中井清治郎『転廃業者の進路』 (1942)、248-249頁．

務

満
洲
開
拓
民

[
青
少
年
義
勇
軍

係
ー

工
場
調
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表8 大阪府における企業整備状況 (1942年4月末現在）

I 工 業 I 商 業

煉炭工業、豆炭工業、 石油製品販売業、石炭販売業、

魔法瓶工業、再生王冠工業、 自転車修理小売業、

特殊旋削工業、船舶金物工業、 莫大小製品卸商業、足袋卸

蓄電池工業、鍛力屑電解錫工業、 タオル卸商業、毛糸元売商業、

軽金属器物鋳物工業、 毛織物切売商業、米穀販売商業、

整備完了 ゴム工業、ダイカスト工業、 豆腐類小売業、味噌小売業、

古帯鉄工業、織布工業、 食糧乾パン販売業、

スライドファスナー工業、 醤油小売業、青果物販売業、

莫大小工業、煎豆落花生工業、 菓子小売業、菓子卸商業、

乾麺飽工業、製パン工業、 塩干魚小売業、鮮魚貝類小売業、

乾麺類工業、精麦工業、 乾物食料品小売業、

甘藷小売業

石鹸工業、鋼索工業、 雑穀商業、酒類小売業、

硝子金型工業、製革工業、 鶏卵小売業

一部完了 規格ナット工業、撚絲工業、

アンチモニー工業、

自転車電機再生工業、

製餡工業

自転車工業、輸出洋傘骨工業、 自転車小売業、

古帯鉄蒐集整理工業、 乾物卸商業、乳製品卸商業、

琺瑯鉄器工業、ラジオ製造工業、 砂糖卸商業、砂糖小売業

理化学器具工業、鍍金工業、

整備進行中
写真製版工業、擬革工業、

軽金属機械鋳物工業、

軽金属板製品工業、

再生タイヤ工業、陶磁器工業、

マープル玉工業、織物加工業、

壕詰工業、錮詰工業

（注）大阪市役所編『昭和大阪市史』第3巻 (1954)、9頁から作成

原資料は、牧村史陽編『郷土大阪切抜帳』

り
薄
に
な
り
、
決
心
を
つ
き
か
ね
て
い

る
と
い
う
状
況
を
反
映
し
て
い
る
。

し
か
し
、
太
平
洋
戦
争
の
勃
発
後
三

日
目
の
―
二
月
―
一
日
に
「
企
業
許
可

令
」
が
、
翌
年
五
月
一
五
日
に
「
企
業

整
備
令
」
が
公
布
さ
れ
、
ま
た
、
同
日

「
小
売
業
整
備
要
綱
」
が
通
牒
さ
れ
る

と
、
戦
時
経
済
体
制
確
立
の
た
め
に
、

府
に
お
い
て
も
、
本
格
的
な
企
業
整
備

に
着
手
、
業
者
に
お
い
て
も
、
努
力
を

惜
し
ま
ず
、
稽
極
的
に
協
力
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

五
月
、
府
職
業
指
導
委
員
会
で
は
、

商
工
業
組
合
の
代
表
者
と
緊
急
産
業
労

務
関
係
の
代
表
者
と
を
新
し
く
委
員
に

加
え
て
、
府
企
業
再
編
協
議
会
を
結
成

し
、
企
業
の
再
編
、
整
備
に
取
り
く
む

こ
と
に
な
っ
た
。

こ
こ
で
、
大
阪
府
に
お
け
る
企
業
整

備
状
況
を
具
体
的
に
み
て
み
よ
う
。

表
8
に
よ
る
と
、
一
九
四
二
年
四
月

末
現
在
で
、
整
備
を
完
了
し
た
も
の
は
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表9 大阪府における整備完了後の商業

(1942年4月末現在）

業 種
業者数i畠贔ほ温l喜息旦 統 A 口 形 態 I 

石油販売業 693 80 613 88彩 株式会社 1 

自転車修理小売業 2,552 1,611 941 37 個人経営

石炭販売業 631 631 

゜゜
株式会社 1 

米穀販売業 6,865 5,838 1,027 15 単一組合

豆腐類小売業 1,445 1,154 291 20 個人出資並びに共同販売制

食料乾パン販売業 635 635 

゜゜
配給組合

菓子卸商業 1,040 156 884 85 37の配給組合に統合

味噌小売業 3,266 1,008 2,258 69 地区共同販売所に統合

醤油小売業 10,053 8,550 1,503 15 地区共同販売所に統合

青果物販売業 6,893 4,030 2,863 42 地区配給所に統合

塩千魚類小売業 2,047 1,298 749 37 組合組織下の地区別支部制

菓子小売業 8,185 1,589 6,596 81 地区配給所1,600に統合

乾物食料品小売業 1,475 1,136 339 23 地区配給所に統合

塩魚貝類小売業 3,239 2,973 266 8 組合組織下の共販制

（注）前掲『昭和大阪市史』第3巻、 13頁所収「大阪府中小企業整備状況一班」から作成

四
0
部
門
（
工
業
二
0
、
商
業
二
0
)
、
一
部
完
了
し
た
も
の
は
―
二
部
門

（
工
業
九
、
商
業
三
）
、
進
行
中
の
も
の
は
二
二
部
門
（
工
業
一
七
、
商
業
五
）

と
い
う
状
況
で
あ
り
、
整
備
を
完
了
し
た
業
種
は
、
い
ず
れ
も
戦
時
統

制
経
済
下
に
あ
っ
て
、
再
編
・
統
合
を
必
要
と
も
る
も
の
で
あ
っ
た
。

整
備
を
完
了
し
た
も
の
の
う
ち
、
商
業
部
門
の
新
統
合
形
態
を
示
す

表
9
を
み
る
と
、
食
料
品
販
売
業
は
、
い
ず
れ
も
地
区
別
に
も
地
区
別

に
配
給
組
合
も
し
く
は
配
給
所
に
統
合
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
再

編
・
統
合
の
中
で
、
共
同
販
売
の
た
め
に
残
っ
た
業
者
も
あ
っ
た
わ
け

だ
が
、
菓
子
卸
、
小
売
業
に
お
け
る
八
五
、
八
ー
パ
ー
セ
ン
ト
を
最
高

に
し
て
、
多
く
の
業
者
が
転
廃
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

太
平
洋
戦
争
勃
発
後
に
お
け
る
政
府
の
中
小
商
工
業
対
策
の
眼
目
は
、

そ
れ
以
前
の
「
事
業
の
転
換
」
で
は
な
く
、
「
業
者
よ
り
労
務
者
へ
の

転
釦
」
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
転
廃
業
者
を
い
か
に
新
た
に

労
働
力
と
し
て
再
編
成
す
る
か
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
整
備
完
了
後
の
転
廃
業
者
の
落
ち
着
き
先
は
、
多

く
軍
需
産
業
や
重
点
主
義
生
産
拡
充
計
画
に
そ
っ
た
重
要
産
業
で
あ
っ

た
わ
け
で
あ
る
。

先
の
表
9
の
転
廃
業
者
の
う
ち
、
青
果
物
販
売
・
自
転
車
修
理
小
売

•
石
油
販
売
・
米
穀
販
売
の
四
業
種
に
お
け
る
被
整
理
者
総
数
五
、
四

四
四
人
の
転
業
先
の
内
訳
は
、
軍
需
産
業
ヘ
一
、
六
七
七
人
、
重
要
産

業
ヘ
一
、
二

0
七
人
、
農
業
へ
八
三
二
人
、
そ
の
他
の
産
業
へ
二
、
四

⑬
 

八
九
人
、
満
華
移
住
五
人
、
そ
の
他
三
四

0
人
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
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四

こ
れ
か
ら
判
断
し
て
も
、
い
わ
ゆ
る
平
和
産
業
か
ら
時
局
産
業
へ
と
労

務
供
出
が
行
な
わ
れ
、
中
小
企
業
の
整
備
に
よ
っ
て
人
的
資
源
を
得
る

こ
と
が
第
一
義
に
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
注
目
す
べ
き
は
、
転
業
先
と
し
て
満
洲
移
住
を
決
意
す
る

者
が
い
た
こ
と
で
あ
る
。
府
に
お
い
て
は
、
一
九
四
一
年
に
第
一

0
次

仏
立
開
拓
団
と
第
一

0
次
大
阪
特
設
開
拓
団
を
転
業
移
民
と
し
て
送
出

し
て
い
た
が
、
こ
こ
に
至
っ
て
、
中
小
商
工
業
の
再
編
、
整
備
問
題
を

無
視
で
き
な
い
時
期
、
被
整
理
者
の
転
業
先
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
期
に
至
っ
て
、
い
よ
い
よ
積
極
的
に
転
業
移
民
に
な
る
こ
と
を

勧
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
て
、
中
小
商
工
業
の
再
編
、
整
備
に
よ
っ
て
、
転
廃
業
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
者
の
う
ち
、
一
部
の
者
は
、
満
洲
移
民
と
し
て
、
渡
満

し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

満
洲
移
民
送
出
に
関
す
る
府
民
の
対
応

大
阪
府
に
お
い
て
、
満
洲
移
民
送
出
の
際
、
商
工
業
関
係
の
組
合
や

商
工
会
議
所
が
、
積
掘
的
に
後
援
し
、
勧
誘
し
た
こ
と
は
先
述
し
た
。

で
は
、
そ
の
ほ
か
の
団
体
や
府
民
は
、
満
洲
移
民
の
送
出
に
関
し
て
、

い
か
な
る
反
応
を
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
九
四

0
年
八
月
、
中
央
の
満
洲
開
拓
協
力
協
議
会
の
設
立
に
応
じ

て
、
大
阪
府
満
洲
開
拓
協
力
協
議
会
が
設
立
さ
れ
た
。

こ
の
満
洲
開
拓
協
力
協
議
会
は
、
「
日
満
両
国
一
体
の
重
要
国
策
で

あ
る
満
洲
開
拓
は
、
食
糧
・
飼
料
の
確
保
と
可
耕
地
二
千
万
町
歩
の
私

墾
防
止
の
上
か
ら
も
で
き
る
だ
け
急
速
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
」
か
ら
、

「
紀
元
二
千
六
百
年
を
期
し
て
『
東
亜
新
秩
序
の
建
設
は
ま
づ
満
洲
開

拓
か
ら
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
一
大
国
民
運
動
化
し
て
飛
躍
的
な

⑭
 

新
展
開
を
遂
げ
し
め
よ
う
と
い
ふ
」
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
拓
務

省
内
に
満
洲
開
拓
中
央
協
力
協
議
会
の
事
務
所
を
お
き
、
地
方
を
関
東

•
東
北
・
中
部
・
近
畿
・
中
国
（
四
国
を
含
む
）
・
九
州
の
六
プ
ロ
ッ
ク

に
分
け
て
、
各
府
県
の
協
力
協
議
会
を
結
成
す
る
と
い
う
政
府
方
針
の

も
と
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

大
阪
府
に
お
い
て
は
、
府
下
市
町
村
会
・
在
郷
軍
人
会
・
国
防
婦
人

会
・
愛
国
婦
人
会
・
高
等
小
学
校
長
会
・
聯
合
青
年
団
・
女
子
青
年
団

な
ど
が
参
加
し
て
、
府
の
満
洲
農
業
移
民
・
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍

の
送
出
に
あ
た
っ
て
、
後
援
、
協
力
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
諸
団
体
の
中
で
、
特
に
め
ざ
ま
し
く
後
援
を
行
な
っ
て
い
る

の
が
女
子
青
年
団
で
あ
る
。

大
阪
府
女
子
青
年
団
で
は
、
大
日
本
聯
合
女
子
青
年
団
主
催
の
満
洲

現
地
視
察
団
の
一
行
に
加
わ
る
の
を
は
じ
め
、
府
の
女
子
移
民
講
習
会

に
は
先
頭
に
立
っ
て
参
加
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
女
子
青
年
団
が
大
陸

の
花
嫁
を
養
成
す
る
た
め
の
軸
と
し
て
、
一
般
女
性
へ
啓
蒙
す
る
た
め

の
結
節
点
と
し
て
働
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
組
織
上
層
部
や
行
政

当
局
の
要
請
に
応
じ
て
、
国
策
に
準
ず
る
必
要
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
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そ
の
要
請
に
稽
極
的
に
応
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

府
に
お
い
て
、
初
め
て
女
子
移
民
講
習
会
を
開
い
た
の
は
、
一
九
四

0
年
五
月
の
こ
と
で
あ
る
。
同
月
ニ
―
日
か
ら
二
四
日
ま
で
、
兵
庫
県

武
庫
郡
武
庫
村
に
あ
る
国
光
宣
揚
会
道
場
で
、
女
子
青
年
団
の
郡
市
部

幹
部
五
九
人
と
大
陸
の
花
嫁
志
願
者
―
二
人
が
集
め
ら
れ
た
。
こ
の
講

習
会
の
目
的
は
、
大
陸
へ
嫁
ぐ
花
嫁
の
大
量
養
成
を
は
か
る
こ
と
に
あ

っ
た
。
講
習
会
を
終
え
た
女
子
青
年
団
の
幹
部
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の

居
住
区
域
内
の
女
子
青
年
団
員
た
ち
に
、
会
の
目
的
と
趣
旨
を
伝
達
し
、

啓
蒙
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
の
講
師
は
、
国
か
ら
長
浜
拓
務
省
東
亜
第
一
課
長
、
江
崎
満

洲
国
名
誉
領
事
が
、
府
か
ら
石
黒
社
会
教
育
課
長
・
寺
園
職
業
課
長
が
、

満
洲
移
住
協
会
本
部
か
ら
肝
付
貴
族
院
議
員
が
、
ほ
か
に
国
光
宣
揚
会
⑮
 

道
場
長
ら
も
参
加
し
て
お
り
、
そ
う
そ
う
た
る
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。

大
陸
の
花
嫁
を
養
成
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
女
子
青
年
団
幹
部
の
啓
発

か
ら
と
い
う
こ
と
か
、
府
と
し
て
は
た
い
へ
ん
力
を
入
れ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。

翌
年
五
月
に
も
、
女
子
拓
植
講
習
会
が
、
二
八
日
か
ら
四
日
間
、
私

市
に
あ
る
興
亜
拓
植
訓
練
道
場
で
開
か
れ
て
い
る
。
参
加
者
は
、
府
下

各
市
町
村
の
女
子
青
年
団
幹
部
五
一
人
で
あ
る
。

講
習
会
の
日
程
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

ニ
八
日
開
講
式
、
海
外
開
拓
に
関
す
る
講
演
（
拓
務
省
嘱
託
勝
亦

幸
蔵
）
、
「
植
民
の
歌
」
「
開
墾
花
嫁
の
歌
」
「
建
国
の
歌
」
等

の
指
導
（
木
崎
静
子
）
、
映
画
会

二
九
日
満
洲
勤
労
奉
仕
隊
員
松
井
秀
子
、
満
洲
移
住
協
会
参
与

肝
付
兼
男
両
名
の
講
話
、
勤
労
作
業

――
1
0
日
日
満
帝
国
婦
人
会
西
尾
好
の
講
話
、
行
軍
座
談
会

⑮
 

三
一
日
大
阪
府
職
業
課
長
の
訓
話
、
開
講
式

以
上
の
よ
う
な
も
の
で
、
詳
し
い
講
演
内
容
や
勤
労
作
業
の
内
容
は

わ
か
ら
な
い
が
、
講
演
の
方
に
重
点
が
お
か
れ
、
も
っ
ぱ
ら
意
識
の
啓

発
に
終
始
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

そ
し
て
、
講
習
会
開
催
の
成
果
と
い
う
べ
き
か
、
第
一
回
•
第
二
回

講
習
会
の
受
講
生
を
中
心
に
、
一
九
四
一
年
八
月
、
大
阪
府
北
進
興
亜

女
子
推
進
隊
が
組
織
さ
れ
た
。

隊
長
に
は
、
大
阪
府
職
業
課
嘱
託
で
あ
る
豊
田
喜
美
が
、
副
隊
長
に

は
、
女
子
青
年
団
の
松
井
秀
子
が
な
っ
た
。
豊
田
は
、
「
拓
士
の
母
と

し
て
女
子
の
大
陸
に
対
す
る
認
識
、
向
上
に
つ
と
め
、
大
陸
の
花
嫁
を

⑰
 

多
数
現
地
に
お
く
り
、
一
方
女
子
拓
務
訓
練
を
興
」
し
て
き
た
と
い
う

実
績
が
あ
り
、
松
井
は
、
一
九
四

0
年
に
満
洲
建
設
勤
労
奉
仕
隊
に
加

わ
り
、
現
地
に
脈
遺
さ
れ
た
と
い
う
経
験
を
も
っ
て
い
た
。
両
名
は
、

そ
の
後
―
一
月
三
日
に
行
な
わ
れ
た
「
第
一
回
全
国
開
拓
女
性
表
彰

会
」
の
た
め
、
府
か
ら
推
薦
を
受
け
て
い
る
。

北
進
興
亜
女
子
推
進
隊
で
は
、
そ
の
活
動
内
容
と
し
て
、
「
義
勇
隊

の
選
出
、
激
励
、
慰
問
な
ど
は
も
と
よ
り
、
大
陸
の
女
子
進
出
、
興
亜

教
育
、
拓
植
訓
練
の
実
施
、
勤
労
奉
仕
隊
の
派
遣
な
ど
に
力
を
つ
く
し
、
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さ
ら
に
大
陸
研
究
会
を
開
催
し
て
、
衣
食
住
の
全
般
に
わ
た
っ
て
大
陸

生
活
の
向
上
を
は
か
り
、
全
く
認
識
の
な
い
一
般
女
子
へ
の
大
陸
啓
蒙

⑲
 

運
動
」
な
ど
を
あ
げ
て
お
り
、
毎
月
第
一
日
曜
日
に
定
例
会
を
開
く
こ

と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
活
動
が
計
画
ど
お
り
に
行
な
わ
れ
た
か
ど
う
か

⑲
 

は
不
明
で
あ
り
、
組
織
人
数
も
約
八

0
人
と
も
い
う
が
、
確
か
で
は
な
い
。

同
年
一

0
月
五
日
、
堺
市
で
定
例
会
を
開
き
、
当
日
は
、
「
開
拓
士
、

義
勇
軍
の
家
庭
か
ら
な
る
ぺ
く
女
の
方
に
出
て
も
ら
ひ
男
と
し
て
は
気

の
つ
か
ぬ
細
い
こ
と
を
相
談
」
し
、
ま
た
、
「
義
勇
軍
の
紙
芝
居
を
も

っ
て
行
き
慰
問
」
し
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
相
談
と
い
っ
て
も
、
「
野

⑲
 

良
仕
事
は
大
阪
市
の
嬢
は
ん
部
隊
の
こ
と
A

て
出
来
ぬ
」
人
た
ち
に
対

し
て
、
家
族
の
中
か
ら
満
洲
移
民
や
青
少
年
義
勇
軍
を
送
り
出
し
て
い

る
者
が
、
相
談
で
き
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。

ほ
か
に
も
、
隊
員
が
「
大
陸
の
花
嫁
」
と
い
う
紙
芝
居
を
自
作
し
て
、

府
下
の
国
民
学
校
・
女
学
校
へ
大
陸
認
識
の
向
上
の
た
め
、
出
向
い
た

ら
し
い
が
、
ど
の
程
度
、
そ
の
効
果
が
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
定
か
で

は
な
い
。

八
月
五
日
の
北
進
興
亜
女
子
推
進
隊
結
成
準
備
会
の
席
上
、
来
賓
の

激
励
に
対
し
て
、
幹
部
が
「
大
阪
の
女
性
の
た
め
、
み
ん
な
大
陸
へ
嫁

ぐ
気
で
勉
強
し
ま
す
」
と
語
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
自
分
た
ち
が
率
先
し
て
大
陸
の
花
嫁
に
な
る
と
い
う
わ
け

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
認
識
の
な
い
一
般
女
性
の
啓
発
を
す
る
こ
と
が

目
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
隊
員
は
、
あ
く
ま
で
女
子
青
年
団
幹
部
か
、

⑲
 

「
一
般
の
熟
烈
な
希
望
者
」
の
み
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

大
阪
府
北
進
興
亜
女
子
推
進
隊
は
、
自
発
的
に
結
成
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
に
せ
よ
、
行
政
当
局
の
指
導
下
に
あ
る
啓
蒙
団
体
に
す
ぎ
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
方
、
一
般
の
女
子
青
年
団
員
が
、
い
か
に
対
応
し
、
活
動
し
た
か

に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
般
府
民
が
渡
満
す
る
人
に
対
し
て
抱
く
気
持
ち
は
、
第

1
0次
仏
立
開
拓
団
の
団
長
が
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

あ
る
程
度
推
察
さ
れ
る
。

拓
士
と
い
ふ
こ
と
に
一
般
の
認
識
が
た
ら
ぬ
、
先
遣
隊
が
組
織
す

る
ま
で
僅
か
に
ニ
ヶ
月
だ
っ
た
が
、
い
っ
さ
い
の
手
続
を
終
へ
て

か
ら
い
よ
い
よ
訓
練
と
い
ふ
矢
先
に
親
類
の
猛
烈
な
反
対
か
ら
脱

⑲
 

退
し
た
人
が
相
当
あ
っ
た

一
般
に
、
人
々
は
、
満
洲
移
民
に
関
し
て
好
意
的
で
は
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
渡
満
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
「
大
陸
へ
逃
避
す

る
」
と
か
「
国
内
の
職
業
戦
線
に
敗
れ
た
た
め
に
行
く
」
と
か
い
う
冷

た
い
認
識
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

昇
平
開
拓
団
の
あ
る
元
幹
部
は
、
「
役
所
に
申
込
み
に
い
っ
た
時
、

担
当
者
か
ら
『
満
洲
へ
な
ど
行
か
な
い
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
』
と

⑭
 

言
わ
れ
た
」
と
語
っ
て
い
る
が
、
行
政
当
局
側
に
も
、
満
洲
移
民
を
善

と
し
な
い
空
気
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
て
、
興
味
深
い
。

- 28 -



一
九
四
一
年
―
一
月
二
八
日
の
記
事
か
ら
引
用
。

以
上
の
よ
う
に
、
大
阪
府
に
お
い
て
、
満
洲
移
民
の
送
出
に
関
す
る

府
民
の
反
応
は
、
概
し
て
消
極
的
で
あ
り
、
好
意
的
で
は
な
か
っ
た
。

女
子
青
年
団
に
し
て
も
、
組
織
と
し
て
は
啓
蒙
活
動
を
盛
ん
に
行
な
っ

て
は
い
た
が
、
個
々
の
団
員
の
自
発
的
な
活
動
は
、
あ
ま
り
望
め
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
先
述
し
た
大
阪
府
満
洲
開
拓
協
力
協
議
会
に
参
加
し
た
諸

団
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
般
府
民
へ
の
啓
蒙
運
動
に
乗
り
出
し
た
こ
と
は

事
実
だ
が
、
活
動
の
重
点
は
、
府
か
ら
送
出
さ
れ
た
満
洲
移
民
や
青
少

年
義
勇
軍
の
後
援
に
お
か
れ
た
の
で
あ
る
。

―
二
四
人
（
家
族

註
①
こ
の
う
ち
、
団
員
家
族
五
五
九
人
。
敗
戦
時
ま
で
に
、

六
九
人
を
含
む
）
が
退
団
し
て
い
る
。

以
下
、
特
に
注
の
な
い
も
の
は
、
『
仏
立
開
拓
団
名
簿
』
（
大
阪
府
開
拓

民
自
興
会
所
蔵
）
、
仏
立
満
洲
開
拓
団
誌
刊
行
会
編
、
『
仏
立
満
洲
開
拓
団

誌
』
(
-
九
六
八
）
に
よ
る
。

③
『
大
阪
朝
日
』
、
一
九
四

0
年
―
一
月
一
六
日
の
記
事
か
ら
引
用
。

③
『
同
右
』
、
一
九
四
一
年
一
月
ニ
―
日
の
記
事
か
ら
引
用
。

④
『
同
右
』
、
一
九
四
一
年
三
月
一
三
、
一
四
両
日
の
記
事
に
よ
る
。

⑤
『
同
右
』
、
一
九
四
一
年
四
月
二
九
日
の
記
事
に
よ
る
。

⑥
『
大
阪
特
設
開
拓
団
名
簿
』
（
大
阪
府
開
拓
民
自
興
会
所
蔵
）
に
よ
る
。

こ
の
う
ち
、
一
八
六
人
（
家
族
―
―
―
―
八
人
を
含
む
）
の
退
団
者
を
出
し
て
い

る。
⑦
『
大
阪
朝
日
』
、

⑧
右
に
同
じ
。

⑨
以
下
、
特
に
注
の
な
い
も
の
は
、
『
昇
平
開
拓
団
名
簿
』
（
大
阪
府
開
拓

民
自
興
会
所
蔵
）
、
昇
平
会
編
、
『
引
揚
記
録
・
昇
平
大
阪
開
拓
団
』
（
一

九
七
七
）
に
よ
る
。

⑩
大
阪
府
開
拓
民
自
興
会
で
の
聞
き
取
り
に
よ
る
。

⑪
『
大
阪
朝
日
』
、
一
九
四
一
年
四
月
五
日
の
記
事
か
ら
引
用
。

⑫
右
に
同
じ
。
次
の
「
」
も
同
じ
。

⑱
当
時
の
大
阪
府
職
業
課
係
長
の
述
懐
に
よ
る
。

⑭
「
国
民
勤
労
訓
練
所
訓
練
生
募
集
要
網
」
の
内
容
は
、
『
大
阪
朝
日
』
、

一
九
四
一
年
二
月
ニ
―
日
の
記
事
に
よ
る
。

⑮
『
大
阪
朝
日
』
、
一
九
四
一
年
五
月
九
日
の
記
事
か
ら
引
用
。

⑯
『
大
阪
市
公
報
』
、
地
ニ
―
ニ
ニ
か
ら
引
用
。

⑰
『
大
阪
朝
日
』
、
一
九
四
一
年
三
月
―
一
日
の
記
事
に
よ
る
。

⑱
『
同
右
』
、
一
九
四
一
年
一
月
二
八
日
の
記
事
か
ら
引
用
。

⑲
大
阪
市
役
所
編
、
『
昭
和
大
阪
市
史
』
第
四
巻
(
-
九
五
三
）
、
七
頁
を

参
照
。

⑳

一

九

四

0
年
七
月
、
政
府
の
地
方
長
官
宛
通
牒
で
は
、
「
中
小
業
者
を
し

て
集
団
転
業
を
な
さ
し
め
、
有
限
会
社
組
織
に
よ
る
一
企
業
に
集
約
せ
し
め

る
」
方
針
で
あ
っ
た
が
、
同
年
―
二
月
に
発
表
さ
れ
た
「
経
済
新
体
制
確
立

要
網
」
で
は
、
「
中
小
企
業
は
維
持
育
成
す
る
」
旨
が
明
確
に
さ
れ
、
整
備

統
合
問
題
は
一
時
停
止
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
翌
年
四
月
の
地
方
長
官
会
議
、

五
月
の
経
済
部
長
会
議
に
お
い
て
は
、
豊
田
貞
次
郎
商
工
大
臣
の
「
中
小
企

業
維
持
育
成
の
中
止
」
方
針
の
訓
示
が
あ
る
な
ど
、
政
府
の
中
小
企
業
の
再

編
整
備
に
関
す
る
方
針
は
二
転
三
転
の
状
態
で
あ
っ
た
。
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⑳
前
掲
『
昭
和
大
阪
市
史
』
第
四
巻
、
一
―
六
頁
を
参
照
。

⑫
商
工
行
政
研
究
会
編
『
戦
時
下
の
商
工
行
政
』
(
-
九
四
二
）
、
二
三
一

頁
か
ら
引
用
。

⑳
前
掲
『
昭
和
大
阪
市
史
』
第
四
巻
、
一
四
頁
を
参
照
。

⑭
『
大
阪
朝
日
』
、
一
九
四

0
年
一
月
ニ
ー
日
の
記
事
か
ら
引
用
。

⑮
『
同
右
』
、
一
九
四

0
年
五
月
一

0
日
の
記
事
を
参
照
。

⑱
『
同
右
』
、
一
九
四
一
年
五
月
二
九
日
の
記
事
を
参
照
。

@
『
同
右
』
、
一
九
四
一
年
八
月
二
四
日
の
記
事
か
ら
引
用
。

⑱
当
時
、
拓
務
大
臣
が
会
長
を
し
て
い
た
興
亜
婦
徒
顕
影
会
で
は
、
各
府
県

か
ら
女
子
の
開
拓
功
労
者
を
表
彰
す
べ
く
呼
び
か
け
て
い
た
。

⑲
『
大
阪
朝
日
』
、
一
九
四
一
年
八
月
五
日
の
記
事
か
ら
引
用
。

⑳
『
同
右
』
、
一
九
四
一
年
八
月
五
日
の
記
事
を
参
照
。

⑳
『
同
右
』
、
一
九
四
一
年
九
月
ニ
―
―
一
日
の
記
事
か
ら
引
用
。

⑳
『
同
右
』
、
一
九
四
一
年
八
月
五
日
の
記
事
か
ら
引
用
。

⑳
奈
良
県
の
豊
農
塾
に
お
い
て
。
『
同
右
』
、
一
九
四
一
年
三
月
一
四
日
の

記
事
か
ら
引
用
。

⑭
大
阪
府
開
拓
民
自
興
会
で
の
聞
き
取
り
に
よ
る
。

〔
付
記
〕

本
稿
は
、
関
西
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
論
文
(
-
九
八

0
年
）
で
あ
り
、

当
時
の
ま
ま
改
稿
し
て
い
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

（
大
阪
社
会
運
動
協
会

関
西
大
学
史
学
・
地
理
学
会
大
会
開
催

昭
和
五
九
年
度
の
史
学
・
地
理
学
会
大
会
が
、
昭
和
五
九
年
―
二
月
一
日
（
土
）

午
前
一

0
時
か
ら
、
関
西
大
学
第
一
学
舎
三
号
館

(
L
.
L
棟
）
五
階
A
v
.
A

教
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研
究
発
表
の
内
容
は
、
左
記
の
通
り
で
す
。

【
研
究
発
表
】

1

神

文

に

み

ら

れ

る

中

世

の

農

民

意

識

牛

尾

浩

臣

2

膜
・
エ
具
の
古
墳
副
葬
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題
卜
部
行
弘

ー
古
市
古
墳
群
を
中
心
と
し
て
1

3

氏

族

構

成

に

関

す

る

一

考

察

日

野

篤

4

民

族

防

衛

委

員

会

の

性

格

に

つ

い

て

吉

井

武

史

ー
第
一
次
大
戦
下
イ
ラ
ン
情
勢
の
一
局
面
ー

5

万

葉

歌

へ

の

反

映

森

田

由

記

ー
天
武
・
持
統
朝
の
政
策
ー

6

古
代
エ
ジ
プ
ト
中
王
国
の
統
一
者
ネ
ブ
ヘ
ペ
ト
ラ
ー
・
萩
生
田
憲
昭

メ
ン
ト
ゥ
ホ
テ
プ
に
つ
い
て

7

居

延

漢

簡

の

筆

跡

に

よ

る

集

成

試

論

鵜

飼

昌

男

8

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

中

世

初

期

に

お

け

る

貨

幣

の

展

開

光

畑

一

司

ー
商
業
の
復
活
前
史
ー

9

熊

野

速

玉

大

社

の

祭

記

構

成

黒

田

一

充

10

公
共
交
通
利
用
か
ら
み
た
大
阪
都
心
部
の
流
動
特
性
石
川
雄
一

11

宋

代

出

版

業

の

政

治

経

済

的

背

景

一

ノ

瀬

集

一

ー
臨
安
の
書
婢
陳
氏
の
事
績
を
中
心
に
—

12

新

羅

使

・

渤

海

使

の

来

朝

と

大

宰

府

中

西

正

和

13

日

本

朱

子

学

に

関

す

る

基

礎

的

考

察

遊

佐

教

寛

14

除

痘

館

体

制

の

確

立

と

種

痘

舎

浅

井

允

晶

ー
大
阪
地
域
に
お
け
る
種
痘
普
及
事
業
を
め
ぐ
る
問
題
ー

【
特
別
講
演
】

現

成

サ

ン

ゴ

礁

の

サ

ン

ゴ

群

集

に

つ

い

て

木

庭

元

晴

助

教

授

総
会
の
の
ち
、
法
文
第
二
会
議
室
で
懇
親
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
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